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序

　鳥栖市は、脊振山地の東端部である九千部山を主峰とし、九州最大の大

河である筑後川に面した、緑と水豊かな内陸都市です。この地域は、古く

から九州の交通の要衝であったことから、貴重な文化財が数多く存在して

います。

　本書は、工業用地の開発工事に先立って埋蔵文化財発掘調査を実施した、

鳥栖市永吉町、姫方町にまたがる本川原遺跡の文化財調査報告書です。調

査の結果、弥生時代の終わりから奈良時代にかけての遺構が確認され、数

多くの資料が出土しました。なかでも古墳時代の初めごろには、巨大な住

居と墓域が近接して営まれていたことが明らかになりました。大きく社会

が変容したこの時期の資料が得られたことにより、鳥栖市の歴史的様相の

さらなる解明が期待されます。

　本書を通じて、地域の文化財に対して一層のご理解をいただくとともに、

学術文化の向上に寄与するものとなれば幸いに存じます。

　最後になりましたが、開発と文化財保護との調整に、ご理解とご協力を

いただきました宇都宮化成工業株式会社のみなさま、ならびに発掘調査、

整理作業に従事されたみなさまに厚く御礼申し上げます。

　令和５年３月 17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥栖市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　佐々木　英利



例　言

１．本書は、工業用地開発工事に伴って鳥栖市教育委員会が実施した、鳥栖市姫方町に所在する本川原遺跡の発掘調査

報告書である。

２．発掘調査及び出土遺物の整理作業については、調査担当者及び下記の体制で行った。

　　　表土掘削：株式会社久富重機

　　　発掘作業：江藤芳雄、緒方幸弘、皆良田憲男、刈間節次、杉岡俊昭、樋口泰三、髙尾義則、永渕雄一、

　　　　　　　　小森三夫、原田俊治、片田博耀、野平氏隆、中橋勝、村山英雄、原博文、森利美、原和美、原俊昭、

　　　　　　　　天本則幸、永田徹、栗並範友、片渕ゆかり、鈴木三津子、岡伸二、冨田浩一郎、冨田順子、

　　　　　　　　豊増敏主、岸政且、水田敏行、野田保之、竹内照夫、角正高、南條由美、森義幸、菊竹仁美、

　　　　　　　　石原あすか、内倉和義、江崎政良、髙島一博、中山紘一、橋本正美、林慶音、福永勝則

　　　遺構実測：株式会社埋蔵文化財サポートシステム　伊東利純、七島陽子

　　　遺跡全景写真撮影：有限会社空中写真企画

　　　遺物洗浄・接合：松﨑友子、毛利よし子、加藤美砂、中島みち子、鈴木三津子、南條由美

　　　遺物実測・製図：松﨑友子、毛利よし子、楢崎孝子、加藤美砂、中島みち子

３．本書に掲載する遺構及び遺物の写真撮影は藤岡怜史が行った。遺構図面の製図は上田恵が行った。

４．出土遺物の整理を含む報告書作成業務は、鳥栖市牛原町文化財整理室で行った。

５．本調査に関わる出土遺物・遺構図面データ・写真データ等は鳥栖市牛原町文化財整理室で保管している。広く活用

されることを希望する。

６．本書は第１・２章を上田が、第３・４章を藤岡が執筆し、上田が編集を行った。

凡　例

１．本書で用いた北は座標北を基準とし、図上の座標は国土座標第Ⅱ系（世界測地系）に拠っている。

２．本書で用いた標高は東京湾平均海水面（T . P .）を基準としている。

３．遺跡の略号は SHH（本川原遺跡）である。

４．遺跡の調査で用いた遺構番号は 4桁の一連番号とし、6区 6000 番台とした。また番号の冒頭には遺構の性格を示

す分類略号を付した。但しピットについてはその限りではない。なお本文及び挿図内で用いている分類略号は以下

のとおりである。

　　　　　　　　SH：竪穴住居跡　　　　　　　　　　SE：井戸

　　　　　　　　SK：土坑　　　　　　　　　　　　　P：ピット

　　　　　　　　SD：溝（溝状遺構）

５．挿図中に示している数字は本文中の各遺物番号と一致する。また写真図版中に示している数字は挿図中の各遺物番

号と一致する。

６．本書に掲載した遺物の登録番号は遺物観察表内に記しており、これにより収蔵・保管を行っている。
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⑤6170号土坑　完掘状況（西から）

⑥6205号土坑　完掘状況（西から）

⑦6085号竪穴住居　東西土層断面（北から）

⑧6085号竪穴住居　南北土層断面（東から）

①6095号竪穴住居　全景（西から）

②6200号竪穴住居　東西土層断面（北から）

③6200号竪穴住居　南北土層断面（西から）

④6200号竪穴住居　全景（東から）

⑤6500号竪穴住居　東西土層断面(南東から）

⑥6500号竪穴住居　南北土層断面(南西から)

⑦6500号竪穴住居　全景（南から）

⑧6520号竪穴住居　東西土層断面（北から）

①6520号竪穴住居　南北土層断面（東から）

②6520号竪穴住居　全景（東から）

③6540号竪穴住居　東西土層断面(南東から)

④6540号竪穴住居　南北土層断面(南西から)

⑤6540号竪穴住居　全景（東から）

⑥6550号竪穴住居　南北土層断面(南西から)

⑦6550号竪穴住居　全景（南西から）

⑧6580号竪穴住居　遺物出土状況(南西から）

①6580号竪穴住居　東西土層断面（北から）

②6580号竪穴住居　南北土層断面（西から）

③6580号竪穴住居　全景（東から）

④6081・6083号土坑　完掘状況（北から）

⑤6125号土坑　土層断面（東から）

⑥6125号土坑　完掘状況（北から）

⑦6150号土坑　完掘状況（北から）

⑧6155・6160・6165号土坑　完掘状況(北から）

①6165号土坑　土層断面（東から）

②6175・6180号土坑　完掘状況（東から）

③6255号土坑　完掘状況（西から）

④6525号土坑　土層断面（南から）

⑤6575号土坑　土層断面（南から）

⑥6615号土坑　土層断面（西から）

⑦6620号土坑　土層断面（南から）

⑧6625号土坑　完掘状況（南西から）

①6670号土坑　完掘状況（東から）

②6695号土坑　完掘状況（南から）

③6715号土坑　土層断面（西から）

④6715号土坑　完掘状況（北から）

⑤6086号土坑・6087号溝　土層断面(南東から）

⑥6610号井戸　完掘状況（北から）

⑦6515号住居　全景（北から）

⑧6080号土坑　東西土層断面（南から）

①6080号土坑　南北土層断面（東から）

②6080号土坑　完掘状況（西から）

③6100号土坑　完掘状況（東から）

④6160号土坑　土層断面（北東から）

⑤6505号土坑　土層断面（南から）

⑥6505号土坑　完掘状況（南から）

⑦6570号土坑　土層断面（南から）

⑧6570号土坑　完掘状況（東から）

①6130号土坑　土層断面（南から）

②6130号土坑　完掘状況（東から）

③6585号土坑　完掘状況（西から）

④6600号土坑　土層断面（南西から）

⑤6630号土坑　完掘状況（南西から）

⑥6050号ピット　完掘状況（東から）

⑦1号方形周溝墓　完掘状況(南東から）

⑧調査風景

出土遺物(1)

出土遺物(2)

出土遺物(3)

出土遺物(4)

出土遺物(5)

出土遺物(6)

出土遺物(7)

写 真 図 版 目 次
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第１章　調査の概要

Ⅰ．調査に至る経過

　本調査は、鳥栖市姫方町 513-1 他 11 筆において、切土造成を伴う工業用地開発工事の計画が

持ち上がったことに端を発する。当該地は本川原遺跡の名称で埋蔵文化財包蔵地として周知化さ

れており、西側隣接地では昭和 48 年に国道 3 号の路線拡幅工事に先立って発掘調査が行われて

いる（佐賀県文化財調査報告書第 26 集）。

　令和 3 年 2 月 19 日付で宇都宮化成工業株式会社より、鳥栖市教育委員会へ対象地について埋

蔵文化財の有無について照会がなされ、埋蔵文化財発掘届と確認調査の依頼が提出された。当該

地は平成 13 年 4 月 26 日～ 5 月 15 日に確認調査を実施し、弥生時代後半から古墳時代後期の

竪穴住居跡と土坑、ピットを確認している。当時の概要報告書で、掘削を伴う工事については本

調査実施の必要がある旨を記しており、開発工事の計画上、本調査の実施は回避できないため、

具体的な内容について事業主体者である宇都宮化成工業株式会社と協議を行った。協議の結果、

現地での発掘調査は令和 3 年 4 月から令和 4 年 3 月に実施、予算については市内遺跡緊急発掘

調査受託費で対応することとした。令和 3 年 4 月 20 日付で宇都宮化成工業株式会社と「埋蔵文

化財発掘調査委託契約書」及び「本川原遺跡埋蔵文化財発掘調査に関する協定書」を締結した。

また、整理作業及び調査報告書作成については、令和 4 年度に実施することで合意した。

　現地における発掘作業は令和 3 年 5 月 10 日に着手し、令和 4 年 3 月 18 日に全ての作業を終

了した。また令和 4 年 4 月 1 日付で「埋蔵文化財整理作業委託契約書」を締結し、出土遺物及

び記録写真・図面の整理作業と調査報告書作成に着手した。作業は牛原町文化財整理室で行った。

Ⅱ．調査の組織

　本調査の発掘作業、整理作業にあたった組織は以下の通りである。

　調査主体　鳥栖市教育委員会

　　　総括　教育長　　　　　　　天野昌明（～令和 4 年 9 月）　佐々木英利（令和 4 年 10 月～）

　　　　　　教育部長　　　　　　小栁秀和

　　　　　　教育部次長　　　　　青木博美（～令和 4 年 3 月）

　　　　　　生涯学習課長　　　　松隈義和（～令和 4 年 3 月）　牛嶋英彦（令和 4 年 4 月～）

　　　　　　生涯学習課参事　　　竹下　徹（～令和 4 年 3 月）　久家喜男（令和 4 年 4 月～）

　　　　　　生涯学習課課長補佐　久山高史（確認調査）

　　　調査　文化財係長　　　　　島　孝寿

　　　　　　　担当係長　　　　　大庭敏男（令和 4 年 4 月～）

　　　　　　　　　主査　　　　　湯浅満暢（事前審査）

　　　　　　　　　主査　　　　　内野武史

　　　　　　　　　主査　　　　　上田　恵（小郡市人事交流）

　　　　　　　　　主事　　　　　藤岡怜史
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第２章　位置と環境

Ⅰ．地理的環境

　鳥栖市は佐賀県東部に位置し、南北 9.0㎞、東西 8.2㎞、71.73㎢の面積を有する。北は脊振山

系を境に三養基郡基山町及び福岡県那珂川市、筑紫野市と、東は沖積低地上で小郡市と、南は筑

後川を隔てて久留米市と接し、西隣には三養基郡みやき町が所在する。鳥栖市は律令制下で区分

された肥前・筑前・筑後三国の接する地域にあり、古代の官道（西海道・肥前路、筑後路、城の

山道）に始まって近世の街道（長崎街道、彦山道、久留米道）、近代の鉄道、近年には高速道路

や新幹線が設置されてきた、歴史ある交通の要衝かつ流通の拠点である。

　市域の北西部は脊振山系の東端部にあたり、九千部山（標高 847.5 ｍ）を主峰に東は権現山

（626.3 ｍ）、南西は石谷山（754.1 ｍ）へ連なる。それぞれ南東と南へ丘陵地が延び、これが段

丘へと変遷したのち、平坦な沖積低地となって筑後川へ至る。地勢は大きく三分することがで

き、東は権現山から杓子ヶ峰を経て柚比町・今町の高位段丘から曽根崎町の低位段丘へ及ぶ。南

は九千部山から城山（498 ｍ）、群石山へとつながる。これらの間に大木川が流れ、山麓に神辺

扇状地を形成する。大木川左岸には山地から杓子ヶ峰から延びる段丘、右岸には現在の市街地が

ある低位段丘がある。西は九千部山から石谷山（754.1 ｍ）、雲野尾峠を経由し、みやき町北部

にあたる丘陵となる。城山との間には安良川が走り、山麓に養父扇状地を形成する。また、その

西側には石谷山が水源となる沼川が流れ、左岸に洪積段丘が広がる。河川はいずれも南流し、市

域南部の標高 10 ｍ以下の平坦地を経て、筑後川へ流れ込む。

　本川原遺跡の所在する姫方町は、柚比町から東へ延びる段丘の北東の縁辺部にあたる。その先

の低地には山下川と秋光川が南走しており、福岡県小郡市との境界まで約 1㎞の位置である。

Ⅱ．歴史的環境 

　鳥栖市内には約 190 遺跡が所在しており、旧石器時代から近世に至る様々な遺構・遺物を確

認している。以下、本書で報告する本川原遺跡の周辺地域を中心に、歴史的環境を概観する。

　市内で確認されている最も古い生活道具は、旧石器時代後期の石器類であり、北東部に位置す

る柚比遺跡群内の長ノ原遺跡や安永田遺跡、養父扇状地の基部にあたる牛原原田遺跡や沼川右岸

の本行遺跡、本川原遺跡 3 次調査において見つかっているが、明確な遺構に伴うものではない。

　縄文時代になると、安良川上流の西田遺跡で早期の集石遺構や土壙墓、落とし穴が検出されて

いる。住居跡は未確認であるが、出土する土器の様相から一定期間の定住が想定されている。前

期には長ノ原遺跡や柚比梅坂遺跡で曽畑式土器が出土している。中期では平原遺跡で集石遺構に

伴う並木式土器が、隣接する岸田南遺跡では阿高式土器が出土している。後期では、安良川左岸

の低位段丘上に位置する蔵上遺跡で、土器棺墓や住居、多数の祭祀具が確認されており、この集

落は晩期まで継続する。本川原遺跡 3 次調査でも、黒川式期の貯蔵穴が検出されている。

　弥生時代は前期末から遺跡数が増加し、市域における生活活動が活発化したことがうかがえる。
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第 1図　遺跡周辺地図 (S=1/25,000)

北東部の柚比遺跡群では、八ツ並金丸遺跡や長ノ原遺跡などにこの時期の集落跡が見られ、中期

では平原遺跡で環濠を伴う集落が、柚比本村遺跡・柚比梅坂遺跡やフケ遺跡などで墓地が確認さ

れている。安永田遺跡では青銅器鋳造関連の遺構・遺物が検出されており、生産施設を伴う拠点

的集落であったと考えられる。また市域南西部では、本行遺跡で区画施設である大溝を伴う集落

跡が検出されている。ここでも青銅製品や鋳型類が多数出土しており、安永田遺跡とともに当時

の青銅生産の双璧をなしていたと見られる。後期になると、集落域は丘陵から低位段丘上に移り、

本原遺跡や藤木遺跡、蔵上遺跡、内精遺跡などで集落や環濠が確認されている。

　古墳時代前期には前方後方墳である赤坂古墳、本川原遺跡や日岸田遺跡、今泉遺跡の方形周溝

墓が見られ、5 世紀代には平原古墳や山浦古墳群で古墳が築造される。この時期の集落跡としては

元古賀遺跡や桑の木添遺跡などがあるが、検出されている遺構は少ない。6 世紀以降に古墳の数

は急増し、大木川左岸の中位段丘上に剣塚、東田古墳、岡寺古墳、庚申堂塚古墳などの前方後円

墳、田代太田古墳やヒャーガンサン古墳といった装飾古墳が築造される。安良川流域には稲塚古墳、

塩塚古墳といった円墳や前方後円墳である牛原前田5号墳が造られる。また脊振山系の山麓部には、

門前古墳群のような群集墳が構築される。集落跡は梅坂炭化米遺跡や元古賀遺跡、蔵上遺跡など

で確認されている。

　律令期には当該地域は肥前国と称されるようになる。大木川を境に北東部が基肄郡、南西部が

養父郡とされ、基肄郡は「郷陸（六）所、里十七」、養父郡は「郷肆（四）所、里十二」との記載

が『肥前国風土記』に残されている。八ツ並金丸遺跡では、大型掘立柱建物群を検出するととも
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第 2図　調査区位置図 (S=1/10,000)

に瓦が出土しており、基肄郡家もしくは関連施設と推測されている。また旧来より養父郡家の所

在が想定されていた蔵上町の蔵上遺跡では、掘立柱の倉庫群が検出され、「厨番」の墨書がある土

器が出土している。基肄郡の集落跡は八ツ並金丸遺跡や今町岸田遺跡、本川原遺跡 3・5 次調査に

おいて、養父郡の集落跡は牛原前田遺跡、立石惣楽遺跡、柳の元遺跡、蔵上遺跡で確認されている。

　平安時代後期になると、律令制の弛緩と在地勢力の台頭を受け、各地で農地の荘園化が進行し

ていく。鳥栖市域でも同様で、13 世紀代には基肄・養父両郡において耕地の半分が荘園となって

いる。この荘園領主は大宰府天満宮安楽寺や宇佐八幡宮弥勒寺であるが、実質的な支配は在地の

武士階層によって行われた。

　室町時代以降は、北西部の山地に山城が築かれるようになる。中でも明応 6 年（1497）に鳥栖

を支配下に置いた筑紫氏は、本城・勝尾城と多数の支城、さらに城下町を構築し、天正 14 年（1586）

に島津氏に攻略されるまでの約 90 年間、ここを拠点として勢力を拡大した。

　江戸時代になると、基肄郡と養父郡東半部は対馬藩領、養父郡西半部は佐賀藩領とされた。ま

た豊前国小倉と長崎を結ぶ街道が整備され、海外からのものを含むさまざまな文物が、鳥栖を通

過して行った。対馬藩領田代と佐賀藩領轟木にはそれぞれ宿場が置かれ、田代宿には対馬藩田代

領の統治機関として代官所が設置された。

　明治維新後、対馬藩領は厳原県、佐賀藩領は佐賀県とされ、その後、伊万里県、三潴県、長崎

県を経て明治 16 年（1883）に佐賀県となった。また第二次世界大戦後、昭和 29 年（1954）に

三養基郡鳥栖町、田代町、基里村、麓村、旭村が合併し、現在の鳥栖市に至る。
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第３章　調査の内容

Ⅰ．本川原遺跡の概要

　遺跡は鳥栖市の北東、鳥栖市姫方町字本川原に所在する。遺跡の範囲内には国道３号と 34 号

の分岐点を有する。遺跡が立地する低位段丘は、柚比の高位段丘から南東に派生したもので、そ

の末端に位置する。遺跡は柚比遺跡群の縁辺部にあたり、西側には赤坂・剣塚・岡寺・田代太田

古墳などが分布する。

　遺跡は昭和 48 年国道３号の拡幅工事に伴う事前調査として、佐賀県教育委員会によって１次

調査（１区）が実施された。調査の結果、弥生時代後期から古墳時代前期の方形周溝墓２基、竪

穴住居５軒、土坑、溝等が検出された。以降、49 年、53 年、59 年、平成２年と実施されており、

これらの調査から縄文時代～中世の遺構が確認されている。今回の調査は６次調査（６区）とな

る。

Ⅱ．今回調査区の概要

　今回の調査地点は、国道３号と 34 号の分岐点から南へ 200m のところに位置し、１次調査地

点の東隣にあたる。1 次調査報告書（県 26 集）には「東部の調査区外からも３戸分の住居址が

確認されている」とあり、これらが今回の調査範囲に該当するものと考えられる。調査地は標高

約 23 ～ 25m を測り、調査区の西端中央部を最高点（標高 25.3m）とし、東南北の三方向へと

緩やかに落ちてゆく。調査区四隅の標高は北西角（標高 24.0m）、北東際（22.7m）、南西際（20.7m）、

南東角（21.3m）である。最高点では黒色土（表土）が 0.2m、検出面とした黄褐色ローム層が約 1.5m

その下に灰白色粘土層が堆積する。この灰白色粘土は、調査区南端の表土直下でも検出している。

調査以前は畑地として土地利用されており、表土掘削後南斜面にて、棚田状に造成された平場や

耕作痕とみられる痕跡が確認された。

　調査は令和３年５月 10 日調査区北西よりバックホーによる表土掘削を行った。５月 18 日よ

り人力掘削を開始、途中７月、11 月、２月と３回空中写真撮影を実施し、令和４年３月 10 日

人力掘削を完了し、18 日に引き渡しを行った。調査の結果、多くの遺構・遺物を確認した。

　遺構の時期は、大きく弥生時代後期～古墳時代初頭、古墳時代後期、奈良時代の３時期にわか

れる。遺物量では弥生時代後期～古墳時代初頭の時期のものが最も多い。弥生時代後期～古墳時

代初頭の遺構は調査区北西部を中心に分布し、古墳時代後期以降の遺構の多くは、比較的標高の

低い調査区南東部を中心に確認された。また、調査区南部では大型の不整形土坑が数多く確認さ

れた。その他、調査区西端中央にて、1 次調査にて確認された第 1 号方形周溝墓の周溝と陸橋部

と推測される痕跡、その南東から第 2 号方形周溝墓と推測される痕跡が確認された。遺構番号

については調査の結果遺構とならなかった番号については、欠番とし再付をしていない。
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第 3図　6001号竪穴住居　平・断面図 (S=1/50)

Ⅲ．弥生時代後期～古墳時代初頭の遺構・遺物

　弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての時期の遺構は、竪穴住居 14 軒、土坑６基が検出さ

れた。当該時期の遺構は調査区北部から西部に集中して確認された。

１．【竪穴住居（SH）】

SH6001（第３図・図版４）　調査区北西角に位置する。主軸方位はＮ９°E にとり、長軸 3.6 ｍ、

短軸 2.5 ｍで形状は隅丸方形である。検出面からの最大深は 0.4 ｍである。床面は固くしまって

いる地山が踏み固められたものと推測される。柱穴２基が確認され、位置関係から中央部の径 0．

58m の柱穴が主柱穴とおもわれる。

出土遺物（第４図・図版 16）　遺物は弥生の甕（１～７）、高坏（８～９）、器台（10 ～ 11）、

土師器の高坏か器台の脚（12）、鉢（13）が出土した。１～７は「く」の字状口縁の甕である。

１～４・７は内外面にハケメが施される。５は外面にハケメ、内面口縁部に工具ナデ、体部にケ

ズリを施す。６は内面と外面口縁部にハケメ、体部に工具ナデを施す。８は坏部のみ残存。口径

は34.4㎝である。内外面にハケメを施す。９は口径21.2㎝である。10は外面全域にタタキを施す。

11 の受部は内側に屈曲して袋状をなし、内部には指オサエ痕が残る。体部のくびれから脚部に

かけて外面にタタキを施す。12 は高坏か器台の脚部で裾に向かって緩やかに広がる。内面の一

部に指オサエが残る。13 は内外面に工具ナデを施す。

1
2

3

L
=
2
4
.5
0
0

1
2

【SH6001】
 1 黄色土
  （黒色シルトを含む、地山流れ込み）
 2 黒褐色シルト
  （黄色土ブロックを少量含む、遺物多い）
 3 オリーブ褐色シルト
  （黒色シルト、黄色土ブロックを少量含む）

L=24.500

3

3

L=24.500

L
=
2
4
.5
0
0
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第 4図　6001号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)
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SH6002（第６図・図版４）　調査区北西部、SH6001の南東に位置する。主軸方位はＮ64°Ｗにとり、

長軸 6.1 ｍ、短軸 5.4 ｍで形状は隅丸方形である。検出面からの最大深は 0.4 ｍである。床面は

固くしまっており、土質から地山が踏み固められたものと推測される。床面より多数の柱穴が検

出されたうち土坑１基と柱穴１基は出土遺物から内部施設であると考えられる。他多数の柱穴と

住居との関係は不明である。壁内側に幅 0.15 ～ 0.2m ほどの溝が全周する。南東部、南西部の

２カ所にて幅 1.0m 高さ 0.1m の削り出しベッド状遺構が確認された。北東壁際にて長軸 0.6m 短

軸 0.5m の範囲で焼土が確認された。

出土遺物（第５・７図・図版 16・17）　遺物は甕（５－１～５・９）、壺（５－６～８・10、７－１）、

鉢（７－２～４）、高坏（７－５～ 11）、器台（７－ 12）蓋（７－ 13）が出土した。５－１・４・

５は外面ハケメ、内面ケズリを施す。５－２は口縁端部にかけて外反する。５－３は口縁端部に

面取りを施す。５－６・７は内面に工具ナデを施す。５－８は体部前面にミガキを施す。５－９

は外面ハケメ、内面工具ナデを施す。５－ 10 は外面頸部から体部にかけてハケメと指ナデ、内

面は工具ナデを施す。

１
８

９

10

２

３

４

５

６ ７

第 5図　6002 号竪穴住居　出土遺物① (S=1/4)



９・10

第 6図　6002 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 7図　6002 号竪穴住居　出土遺物② (S=1/4)

７－１は外面にハケメ、体部内面にミガキを施す。７－２は厚手の雑な成型で内面にハケメとミ

ガキを施す。７－３は内面全面に、７－４は外面にハケメを施す。７－５は坏口縁部が直線的に

延びる。７－６は内面ハケメののち工具ナデを、外面は口縁端部を除き縦方向のミガキを施す。

７－７と７－８は口縁端部にむかって緩やかに外反し内面に沈線を有する。７－９は脚部のみ残

存、７－８と同一個体である可能性がある。７－10は坏部両面と脚部端部にかけてミガキを施す。

７－ 11 は坏部両面ミガキ、脚部外面にハケメ、内面に工具ナデを施す。７－ 12 は脚部端部両

面にハケメを施す。７－ 13 は外面全体にミガキを施す。

SH6003（第８図・図版４）　調査区北西部、SH6002 の東に位置する。主軸方位はＮ 81°Ｗにとり、

長軸 4.8 ｍ、短軸 3.8 ｍで形状は方形である。検出面からの最大深は 0.4 ｍである。床面は固く 
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第 8図　6003 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 9図　6003 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)

しまっており、土質から地山が踏み固められたものと推測される。床面より多数の柱穴が確認さ

れたが住居との関係は不明である。位置関係から中央部の径 0.6m の柱穴が主柱穴と思われる。

出土遺物（第９図・図版 17）　遺物は弥生の甕（１・２）、壺・小型壺（３～５）、鉢（６・７）、脚（８）、

高坏（９～ 11）を確認した。１と２は内面と外面にハケメを施す。３は内面と外面にハケメを

施す。４は外面にハケメを施す。５は内面に工具ナデ、外面にハケメを施す。６は内面に頸部か
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ら体部にかけてハケメ、底部はハケメのち工具ナデと一部ミガキを施す。外面は口縁部から体部

にかけてハケメ、底部に向かってミガキを施す。７は内面口縁部に横方向のハケメ、体部から工

具ナデ、外面は頸部から体部にかけてハケメを施す。８は内面外面ともにハケメを施す、穿孔は

みられない。９は内面にハケメ、一部に工具ナデ、外面裾部にミガキを施す。10 は坏部のみ残存、

内面はハケメののちにナデ消し、底部にはミガキを施す。外面はハケメを施す。11 は坏部の内

面口縁端部から中腹にかけてハケメを施す。坏部外面にはハケメ、脚部にはミガキを施す。

SH6004（第10図・図版４・５）　調査区西部、SH6001の南に位置する。主軸方位はＮ57°Ｗにとり、

長軸 6.7 ｍ、短軸 5.1 ｍで、形状は隅丸の長方形である。SH6005 と重複関係にあり SH6004 が

新しい。検出面からの最大深は 0.3 ｍである。床面は固くしまっており、地山が踏み固められた

ものと推測される。壁内側に幅 0.15 ～ 0.2m ほどの溝が全周する。南東壁に径 1.0m の土坑状の

掘り込みが確認された。また中央部長軸上に３基の柱穴が確認され、住居に伴うと考えられる。

その他、床面全体に柱穴が不規則に認められるが住居との関係は不明である。

出土遺物（第 12 図・図版 17）　遺物は土師器の甕（１～３）、壺・小型壺（４～６）、鉢（７・８）

高坏（９）、器台（10）を確認した。１は内面にハケメ、体部には工具ナデを施す。外面は口縁

部にハケメ、体部にタタキを施す。２・３は体部内面にケズリを施す。４は体部外面にタタキ、

内面に指ナデを施す。５は二重口縁壺で体部外面にハケメを施す。６は口縁部内側にミガキを施

す。７は内面にハケメを施す。８は内外面全面にナデを施す。

SH6005（第 11 図・図版５）　調査区西部、SH6004 の北に位置する。主軸方向はＮ 47°Ｗにとり、

長軸 7.2 ｍ、短軸 5.7 ｍの長方形である。SH6004 と重複関係にあり、SH6004 が新しい。検出

面からの最大深は 0.4 ｍである。床面は土質から地山が踏み固められたものと推測される。北東

の一部を除く壁内側に幅 0.15 ～ 0.2m ほどの溝が確認された。中央部長軸線上に径 0.9 ｍほどの

柱穴２基が並ぶ他、東壁に掘り込みを確認した。 南西部と北西部壁際全体と北東部の一部に幅

0.8 ～ 1.0m、高さ 0.1 ｍの削り出しベッド状遺構が確認された。北西角より長軸 0.7m、短軸 0.4m

の範囲で焼土が確認された。

出土遺物（第 12 図・図版 17）　遺物は弥生の甕（11 ～ 13）、鉢（14）、土師器の台付鉢（15）、

器台（16・17) を確認した。11 は遺構北西部の焼土に隣接した地点で出土した。調整は内面外

面ともに粗目のハケメを施す。12 は体部内側にハケメ、外面は口縁端部を除きタタキを施す。

13 は口縁端部と突帯にキザミ、内面外面ともにハケメを施す。14 は両面にハケメを施す。15

は鉢部内面にミガキを施す。16 は脚部内面にハケメを施す。17 は内面にハケメ、外面に暗文を

施す。

SH6006（第 13 図・図版５）　調査区北部、SH6003 の南東に位置する。主軸方向はＮ 10°Ｗにとり、

長軸 6.1 ｍ、短軸 4.2 ｍを測り、形状は長方形である。検出面からの最大深度は 0.3 ｍである。

床面は固くしまっているが、土質から地山が踏み固められたものと推測される。床面より多数の

柱穴が確認されたが、住居との関係は不明である。



15・16

第 10図　6004 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)



17・18

第 11図　6005 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 12図　6004・6005 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)
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第 13図　6006 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 14図　6006 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)
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出土遺物（第 14 図・図版 17・18）　遺物は弥生の甕（１～４）、高坏（５）、土師器の甕（６・

７）、小型壺（８）、鉢（９）、高坏（10・11）を確認した。１～４は内面外面全体にハケメを施す。

５は坏部内面にミガキ、脚部内面はハケメのちにミガキ、外面はミガキを施す。６は内面外面と

もにハケメののち工具ナデを施す。７は内面全体に横方向に外面体部全体に縦方向にハケメを施

す。８は体部の内面外面にミガキを施す。９は内面外面ともにハケメとミガキを施す。10 は外

面にハケメ、内面にハケメとミガキを施す。11 は内面外面ともにハケメを施す。
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SH6008（第 16 図・図版５・６）　調査区中央部やや北西、SH6006 の南に位置する。後世の造

成により遺構は大きく削平されているものの、主軸方向はＮ 22°Ｅにとり長軸 5.7 ｍ、短軸 5.4

ｍを測り、形状は隅丸方形である。検出面からの最大深は 0.4 ｍである。床面は固くしまってい

るが、土質から地山が踏み固められたものと推測される。南西壁際に径 0.9m の土坑状の掘り込

みが確認された。その他、床面より多数の柱穴が確認されたが、住居との関係は不明である。

出土遺物（第 15 図・図版 18）　遺物は弥生の甕（１）、鉢（２）、土師器の甕（３～６）、壺（７）、
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第 15図　6008 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)
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第 16図　6008 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)



25・26

第 17図　6210 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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高坏（８・９）、器台（10）、蓋（11）を確認した。１は突帯に V 字状のキザミを施す。２は内

面全体にハケメ、外面には一部丹塗りを施す。３は体部内面全体にケズリを、体部外面にハケメ

を施す。４は体部内面外面に、５は口縁部内面にハケメを施す。６は体部のみ残存内面外面とも

にハケメを施す。７は内面にケズリを、外面にハケメを施す。８は内面ハケメのちにミガキ、外

面にハケメを施す。９は内面外面ともにハケメを施す。10は外面にミガキ、内面にハケメを施す。

11 は外面にミガキ、内面にハケメを施す。

SH6210（第 17 図・図版６）　調査区中央部、SH6008 の南に位置する。遺構の南西部が大きく

削平されているが、主軸方向はＮ 10°Ｅにとり、長軸 5.5 ｍ、短軸 3.7 ｍを測り、形状は長方形

である。検出面からの最大深は 0.3 ｍである。床面は固くしまっているが、土質から地山が踏み

固められたものと推測される。東西壁沿いに幅 0.9 ～ 1.0m、高さ 0.1m の範囲で削り出しベッド 
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第 18図　6210 号竪穴住居　出土遺物① (S=1/4)
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状遺構が確認された。位置関係から内部施設として柱穴 2 基を確認した。また南壁際の土坑１

基と北東部の土坑１基も出土遺物から関連施設と推測される。その他多数のピット状の掘り込み

を確認したが住居との関係は不明である。

出土遺物（第 18・19 図・図版 18）　18 －１は内面全体と外面口縁部にハケメ、外面頸部から

体部中央にかけてタタキ、以下底部手前にかけてケズリを施す。18 －２は内面中央から底部に

かけてケズリ、外面にタタキを施す。18 －３は内面と外面にハケメを施す。18 －４は外面口縁

部から体部にかけてハケメ、以下底部にかけてミガキが施される。18－５は内面にハケメを施す。

18 －６は坏部のみ残存、内面に工具ナデ、外面にハケメを施す。18 －７は外面に裾部にミガキ、

中腹からは縦方向のハケメ、坏部との接合部にかけて部分的に工具ナデを施す。18 －８は内面
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第 19図　6210 号竪穴住居　出土遺物② (S=1/4)
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第 20図　6270 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 21図　6275 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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中腹から端部にかけてハケメ、外面中腹から脚部端部にかけてタタキののちハケメを施す。18

－９は内面全体に不定方向のハケメ、外面に縦方向のハケメを施す。18 － 10 は内面にしぼり

ののち指ナデ、外面はタタキののち工具ナデを施す。19 －１は内面口縁部に工具ナデ、体部に

横方向のハケメ、外面に縦方向のハケメを施す。19 －２は内面口縁部に工具ナデ、体部にケズリ、

外面体部にハケメを施す。19 －３と４は口縁部内面に工具ナデ、体部にケズリを施す。19 －５

は内面口縁部から頸部にかけてハケメ、中腹にかけてケズリ、外面体部にハケメを施す。19 －

６と７は体部内面にケズリ、外面体部にハケメを施す。19 －８は内面の一部にケズリ、外面体

部にハケメを施す。19 －９は体部内面全体にケズリを施す。19 － 10 は内面頸部から体部中央

までハケメのちナデ消し、底部にかけてケズリ、外面体部全体にハケメを施す。19 － 11 は内

面と外面の一部にハケメを施す。19 － 12 は全体的に摩滅しており調整は不明。19 － 13 は口

縁端部にキザミ、内面にミガキを施す。19 － 14 は外面全体にミガキを施す。19 － 15 は坏部

の内面と外面にミガキを施す。19 － 16 は脚部のみ残存。

SH6270（第20図・図版６・７）　調査区北東部に位置する。主軸方向はＮ18°Ｅにとり、長軸6.3ｍ、

短軸 6.2 ｍを測る。北角・東角が調査区外へと延びるため全容は不明だが、形状は方形と推測さ

れる。検出面からの最大深は 0.4 ｍである。床面は固くしまっているが、土質から地山が踏み固

められたものと推測される。壁内側に幅 0.15 ～ 0.2m ほどの溝が北辺を除く全域で確認された。

南東部中央を除く壁際全域に幅 1.0m、高さ 0.1m のベッド状遺構が確認された。土質から地山

を削り出したものと考えられる。中央部には長軸 0.5m、短軸 0.4m の範囲で焼土が確認された。
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第 22図　6270・6275 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4、石器は1/2)
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第 23図　6280 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/50)



 35 

第 24図　6285 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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その他、多数のピット状の掘り込みが確認されたが、住居との関係は不明である。

出土遺物（第 22 図）　遺物は高坏（１～３）、壺（４）、鉢（５）を確認した。１と２は口縁部

のみ残存、１の外面にミガキを施す。３は内面ハケメののちミガキ、外面にハケメをナデ消して

いる。４は口縁部のみ残存、内部にハケメとミガキを施す。５は内面に工具ナデを施す。

SH6275（第 21 図・図版７）　調査区北東部、SH6270 の南側に位置する。主軸方向はＮ 79°Ｗ

にとり、長軸 5.1 ｍ、短軸 4.5 ｍを測り、形状は隅丸方形である。検出面からの最大深は 0.1 ｍ

である。床面は固くしまっているが、土質から地山が踏み固められたものと推測される。主柱穴

は２本柱と考えられる。内部施設として東壁際に土坑 1 基を確認した。その他多数のピット状

の掘り込みが確認されたが、住居との関係は不明である。

出土遺物（第 22 図）　遺物は小型壺（６・７）、砥石（８）を確認した。６は内面底部にミガキ、

外面体部にハケメ、底部にはケズリを施す。７は内面底部にミガキを施す。外面口縁部にはミガ

キ、体部にハケメを施す。８は東壁際の土坑より出土、６面全体に使用痕が確認される。

SH6280（第 23 図・図版７）　調査区北部に SH6270 の西に位置する。主軸方向はＮ 29°Ｗにとり、

長軸 7.4 ｍ、短軸 6.7 ｍを測り、平面形状は方形である。地形が西から東に向かって削平されて

いる影響で、壁面の残存高は西壁ベッド上で 0.5 ｍ、東壁ベッド上で 0.1m である。床面は固く

しまっているが、土質から地山が踏み固められたものと推測される。北側の隅と住居南辺の中央
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第 25図　6280・6285 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)
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第 26図　6290 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)

を除いて、幅 1.0m、高さ 0.2m のベッド状遺構がぐるりと構築されている。ベッド状遺構が確

認されない北東角壁際に 0.6m の範囲で粘土塊が確認された。壁内側に幅 0.15 ～ 0.2m ほどの溝

が全域で確認された。南角に１基、南東壁沿い１基と土坑２基は住居に伴うと推測される。南東

壁沿いの土坑の際に長軸 1.0m 短軸 0.2m、厚さ 0.1m で荒砂が敷き詰められており、土坑に伴う

ものと推測される。中央部の径 0.6m の土坑とその南側から炭化材が確認された。その他多数の

ピット状の掘り込みが確認されたが、 住居との関係は不明である。
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出土遺物（第 25 図・図版 18）　遺物は甕（１）、鉢（２・３・５～８）、台付鉢（９）、ミニチュ

アの高坏（４）を確認した。１は外面体部から底部にかけてハケメ、内面に工具ナデを施す。２

は内面に強めのハケメ、外面底部に強めの工具ナデを施す。３は内面にハケメ、外面底部に強め

の工具ナデを施す。５は外面にうっすらとハケメが確認できる。７は外面に工具ナデを施す。８

は内面と外面に工具ナデを施す。９は内面から外面口縁端部までナデを施す。４は内面と外面に

指オサエ痕が確認できる。

SH6285（第 24 図・図版７）　調査区北東部、SH6280 の南に位置する。主軸方向はＮ 20°Ｅにとり、

長軸 4.9 ｍ、短軸 3.7 ｍを測り、形状は長方形である。地形が西から東に向かって削平されてい

る影響で、検出面からの深さは西壁ベッド上までが 0.2 ｍ、東壁ベッド上までが 0.1m である。

最大深は 0.3 ｍと全体的に埋土の残存状態は良くない。床面は固くしまっているが、土質から地

山が踏み固められたものと推測される。壁内側に幅 0.15 ～ 0.2m ほどの溝が全周する。北壁か

ら東壁全域に幅 1.0 ～ 1.8m、高さ 0.1m のＬ字のベッド状遺構が、北西角では幅 0.9m、高さ 0.1m

の範囲でベッド状遺構が確認された。床面より多数のピット状の掘り込みが確認されたが、住居

との関係は不明である。

出土遺物（第 25 図）　遺物は甕 (10)、鉢 (11・12) を確認した。11 は内面と外面にハケメを施す

が、外面口縁端部のみナデ消しが施される。12 は内面の体部から口縁部にかけてハケメ、体部

から底部にかけては工具ナデとみられる。外面は縦方向のハケメを施す。

SH6290（第 26 図・図版８）　調査区中央、SH6285 の南に位置する。中央部を大きく削平され

ていることもあり、残存状態は悪く埋土はほぼ残っていない。軸線はＮ 70°Ｗにとり、長軸 5.2 ｍ、

短軸 3.8 ｍを測り、形状は長方形である。検出面からの最大深は 0.3 ｍである。床面は固くしまっ

ているが、土質から地山が踏み固められたものと推測される。東壁沿いと北東角を除いた壁内側

に断続的に幅 0.15 ～ 0.2m ほどの溝が確認された。南西壁沿いに幅 1.0m、高さ 0.1m、北西壁沿

いに幅 1.0m、高さ 0.1m のベッド状遺構が確認された。また南西の壁沿いに長軸 0.4m 短軸 0.3m

の範囲で焼土が確認された。位置関係から柱穴２基は住居に伴うものと推測されるが、その他確

認された多数のピット状の掘り込みと住居との関係は不明である。

１
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３

第 27図　6290 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)
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第 28図　6295 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 29図　6295 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)

出土遺物（第 27 図・図版 19）　遺物は弥生の壺（１）、鉢（２）、土師器の壺（３）を確認した。

１は粗い整形、口縁端部には刺突痕がみられる。２は北西部ベッド上から出土した。粗い整形で

工具の使用痕跡が乏しい。３は西壁際から出土した。体部内面と外面にハケメを施す。

SH6295（第28図・図版８）　調査区中央、SH6210の東に位置する。軸線はＮ51°Ｅにとり、長軸5.7

ｍ、短軸 3.9 ｍを測り、形状は長方形である。検出面からの最大深は 0.4 ｍである。床面は固く

しまっているが、土質から地山が踏み固められたものと推測される。北西に幅 0.8 ～ 1.1m、高

さ 0.1m、北東部に幅 1.1m、高さ 0.1m のベッド状遺構を確認した。位置関係から柱穴３基と土

坑１基は住居に伴うものと推測される。その他多数のピット状の掘り込みを確認されたが、住居

との関係は不明である。

出土遺物（第 29 図・図版 19）　遺物は弥生の大甕（１）、壺（２～４）、台付鉢（５・６）、高坏（７）、

土師器の甕（８・９）、壺（10）、鉢（11）を確認した。１は口縁端部に V 字状のキザミを施す。

内面と外面にハケメを施す。２は二重口縁壺で口縁部のみ残存、端部内面は工具ナデ、頸部内面

はハケメののちナデ消し、頸部外面にハケメを施す。３は内面に斜め方向のハケメ、外面は縦方

向のハケメを施す。５は鉢部のみ残存、内面と外面に縦方向のミガキを施す。６は鉢底部の一部

と脚部のみ残存、底部内側にミガキ、脚部内側は工具ナデ、外面は端部にかけてミガキを施す。

７は脚部のみ残存、全体的に摩滅している。裾部の内面と外面にハケメを施す。８は口縁部両面

に工具ナデ、体部内面にケズリを施す。９は内面口縁部に工具ナデ、体部にケズリ、体部外面に
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第 30図　6170・6205 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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ハケメを施す。10 は体部内面に工具ナデ、体部外面に縦方向のハケメを施す。11 は内面全体に

ハケメののち工具ナデ、外面は体部中央から底部に向かって工具ナデを施す。

２．【土坑（SK）】

　当該時期の遺物が確認された土坑２基について報告する。いずれも調査区の南西部に分布す

る。

SK6170（第 30 図・図版８）　調査区南部中央の土坑群の中に位置する土坑である。長軸 2.7m、

短軸 1.1m の楕円形である。断面形状は逆台形で、検出面からの最大深度は 0.5m である。

出土遺物（第 31 図）　遺物は鉢（１）を確認した。全体的に摩滅しており、調整は不明。

SK6205（第 30 図・図版８）　調査区中央部やや南西、SH6210 の南西に位置する土坑である。

SK6080 と重複関係にあり、SK6080 が新しい。長軸は残存長 3.5m、短軸 3.1m の隅丸方形である。

断面形状は逆台形で、検出面からの最大深度は 0.2m である。床面より多数のピット状の掘り込

みが確認されたが、関係は不明である。

出土遺物（第 31 図・図版 19）　遺物は甕（２）、鉢（３・４）、器台もしくは高坏（５）を確認した。

２は内面にハケメ、外面は縦方向にハケメを施す。３は内面に工具ナデを施す。４は北壁際にて

伏せた状態で出土した。調整は内面と外面に工具ナデを施す。５は脚部のみ残存。

３．【ピット (P)】（第 32 図）

　当該時期の遺物が確認されたピットについて報告する。

P305　調査区中央部、SH6210 の北西に位置する。出土した甕は口縁部に縦方向に、体部内面に

は斜めに、体部外面に横方向にハケメを施す。

P317　調査区中央やや西、SH6210 西側のピット群の中に位置する。出土した壺は口縁部に刻み

目と櫛型文を施す。

P421　SH6290 の南西に位置する。出土の鉢は口縁部には横方向のハケメ、体部内面と外面にハ

ケメを施し、外面はそののちナデ消しを施す。
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第 31図　6170・6205 号土坑　出土遺物 (S=1/4)
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Ⅳ．古墳時代後期の遺構・遺物

　古墳時代後期の遺構は、竪穴住居８軒、掘立柱建物１棟、土坑 36 基、井戸１基、溝１条が検

出された。当該時期の遺構は調査区南東部に集中して確認された。

１．【竪穴住居（SH）】

SH6085（第 34 図・図版８）　調査区南西に位置する。後世の造成により南側を大きく削平され

ているが、長軸 5.1 ｍ、短軸残存長 3.9 ｍを測る。主軸方位はＮ 35°Ｗにとり、平面形状は方形

と推測される。検出面からの最大深は 0.3 ｍである。柱穴２基が確認され、位置関係から南側の

２基と合わせて主柱穴４本と推測される。その他多数の柱穴と住居との関係は不明である。

出土遺物（第 33 図）　遺物は土師器の甕（１）、須恵器の甕（２・３）を確認した。２と３は口

縁部から肩部にかけて残存する。２は口縁部に凹線を廻らせる。肩部外面にはカキメを施す。３

は肩部内面には同心円文タタキを施す。外面に格子状のカキメを施す。

P305

P317

P421
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第 32図　ピット　出土遺物 (S=1/4)

第 33図　6085・6095 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)



 44 

第 34図　6085 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 35図　6095 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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SH6095（第 35 図・図版９）　調査区南西、SH6085 の東に位置する。後世の造成により南側を

大きく削平されているが、長軸 5.3 ｍ、短軸検出長 3.3 ｍを測る。平面形状は方形と推測される。

検出面からの最大深は 0.3 ｍである。住居内で確認された柱穴２基との位置関係から南側の２基

と合わせて４本柱と推測される。その他多数のピット状の掘り込みと住居との関係は不明であ

る。

出土遺物（第 33 図）　遺物は土師器の甕（４）、須恵器の坏蓋（５）、坏身（６・７）、高坏（８）

を確認した。４は体部内面にケズリを施す。５は天井部にわずかに丸みをもつ。口縁部はやや立

つ。６の底部は扁平である。受部は水平で、立ち上がりはやや外反する。７は底部に丸みを帯び

る。受部はわずかに上に延びる。

SH6200（第 37 図・図版９）　調査区中央部、SH6210 の南東に位置する。主軸方位はＮ 10°Ｗ

にとり、長軸 6.4 ｍ、短軸 5.8 ｍで平面形状は方形である。検出面からの最大深は北端で 0.4 ｍ、

南端で 0.2m である。床面は固くしまっており、土質から地山が踏み固められたものと推測され

る。主柱穴は位置関係から中央部の径 0.5m ～ 0.8m の柱穴４基と考えられる。その他多数のピッ

ト状の掘り込みと住居との関係は不明である。

出土遺物（第 36 図・図版 19）　遺物は土師器の甕（１）、須恵器の坏蓋（２～５）、坏身（６）、

瓶（７）、磨石（８）、紡錘車（９）を確認した。１の口縁部は平坦に延びており、調整は内面に

ケズリ、外面に縦方向のハケメを施す。２は宝珠型のつまみが付く。受部は短く下に延びる。３

の天井部は平坦でつまみの痕跡は確認できなかった。受部は短くやや内倒する。４は天井部と口

第 36図　6200 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4、石器は1/2)
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第 37図　 6200 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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縁部の境から端部にかけて外反し、端部は水平に延びる。受部は短く内倒する。５の天井部は平

坦である。口縁部端部はわずかに外反する。受部は非常に短く、下へ延びる。６は底部から口縁

端部にかけて外反しつつも直線的に延びる。７は底部のみ残存。底部外面にヘラ記号「Ｄ」を刻

む。８は磨石で指の痕跡とみられるくぼみが１カ所確認できる。９は約１／３が残存している。

SH6500（第 38 図・図版９）　調査区東端、SH6295 の西に位置する。主軸方位はＮ 35°E にとり、

長軸 4.5 ｍ、短軸 3.9 ｍで平面形状は方形である。検出面からの最大深は 0.2 ｍである。床面は

固くしまっており、土質から地山が踏み固められたものと推測される。位置関係から中央部の径

0.3m ～ 0.5m の柱穴４基から構成される。東壁を除く壁内側に断続的に幅 0.15 ～ 0.2m ほどの

溝が確認された。北辺中央部には焼土が確認され、カマド痕跡と考えられる。その他複数のピッ

ト状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 41 図・図版 19）　遺物は土師器の甕（１・２）、把手（３）、須恵器の高坏（４・５）

を確認した。１・２は口縁部が緩やかに外反し、外面にハケメ、内面にケズリを施す。３は全体

的に摩滅している。４は坏部のみ残存。５は脚部のみ残存。

SH6520（第39図・図版９・10）　調査区南端に位置する。調査区外へと延びるため全容は不明だが、

長軸 4.8 ｍ、短軸検出長 2.8 ｍを測り、主軸方位はＮ 25°Ｅをとる。平面形状は隅丸方形と推測

される。検出面からの最大深は 0.3 ｍである。床面は固くしまっており、地山の灰白色粘土に黒

色土がマーブル状に混ざっている。位置関係から主柱穴は４基と推測され、中央部の径 0.2m ～

0.5m の柱穴２基と調査区外に延びるものと推測される。西壁際にて長軸 1.5m、短軸 0.8m の範

囲で粘土塊が確認された。その他３基のピット状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不明で

ある。

出土遺物（第 41 図・図版 19）　遺物は土師器の高坏（６・７）、須恵器の坏身（８）、甕（９）

を確認した。６は西壁際の粘土内から出土、外面にケズリを施す。７とは同一個体の可能性があ

る。７は全体的に摩滅しており調整は不明である。８は受部の立ち上がりは長く内傾している。

９は摩滅しており調整は不明。

SH6540（第 40 図・図版 10）　調査区南部に位置する。SK6650・SK6700 と重複関係にあり、

SK6650 が新しい。主軸方位はＮ 50°Ｅにとる。後世の造成により大きく削平されているが、長

軸 4.3 ｍ、短軸 3.7 ｍを測り、平面形状は隅丸方形と推測される。削平の影響により全体的に残

存状態は悪く、検出面からの深度は最も浅い遺構南部で 0.05m、最も深い北部で 0.2 ｍである。

床面は固くしまっている地山が踏み固められたものと推測される。主柱穴は位置関係から径 0．

5m ～ 0.6m の柱穴４基から構成される。西壁中央部にて、径 0.3m の円形状の範囲に、焼土が確

認され、カマドがあったと考えられる。

出土遺物（第 41 図）　遺物は須恵器の坏身 (10・11) を確認した。10 は受部がやや上に延びる。

11 は立ち上がりが低く器高が低いものと推測される。
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第 38図　6500 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 39図　6520 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 40図　6540 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 41図　6500・6520・6540 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)
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SH6550（第42図・図版10）　調査区南東部 SH6540 の東に位置する。SK6645と重複関係にあり、

SK6645 が新しい。主軸方位はＮ 50°Ｅにとり、長軸 4.4m、短軸 4.0m を測る。後世の造成により、

南東部が大きく削平されているが、残存状況から平面形状は方形と推測される。削平の影響によ

り、最も深い北壁際で検出面からの深度は 0.4m、最も浅い南側は検出面と同一標高である。床

面は固くしまっており、土質は地山に黒色土が混ざったものである。主柱穴は位置関係から、遺

構内で確認された柱穴３基と、南東部の削平箇所から確認された 1 基を合わせた４柱と推測さ

れる。４基の柱穴のうち住居内から検出された３基は長軸径 0.4m ～ 0.5m を測り、削平箇所に

て検出した柱穴の残存長軸径で 0.3m である。北東壁際にて長軸 1.3m、短軸 1.1m 楕円形状の範

囲で粘土塊が確認され、その下から直径 0.6m の円形状の範囲で焼土が確認された。その他、床

面からピット状の掘り込みを多数確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 44 図・図版 19）　遺物は土師器の甕（１・２）、甑（３）、須恵器の坏蓋（４）、坏身（５・

６）を確認した。１と２は口縁部のみ残存する。１は内面に縦方向にケズリ、外面に縦方向のハ

ケメを施す。２も同様に内面に横方向にケズリ、外面に縦方向のハケメを施す。３は粘土内から

出土した。内面に横方向にケズリ、外面に縦方向のハケメを施す。４は全体的に丸みを帯びてお

り、天井部がくぼむ。口縁端部が短く直立する。欠損により全容は不明だが、天井部に「卌」の

ヘラ記号を刻む。５と６はいずれも器高が低く扁平である。５の立ち上がりはやや外反する。６

の受部は水平やや下気味に延び、立ち上がりはやや外反し端部が尖る。底部外面にヘラ記号「 」

を刻む。
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第 42図　6550 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 43図　6580 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)

SH6580（第 43 図・図版 10・11）　調査区南端、SH6520 の西側に位置する。調査区外へと延び

るため全容は不明だが、主軸方位はＮ９°E にとり、長軸 4.3 ｍ、短軸検出長 3.3 ｍである。平

面形状は隅丸方形と推測される。検出面からの最大深は 0.2 ｍである。床面は固くしまっており、

土質から地山が踏み固められたものと推測される。東壁沿いにて 0.5m の範囲で、西壁沿いでは

0.6m の範囲で粘土塊が確認された。床面から多数のピットが確認されたが住居との関係は不明

である。
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２．【掘立柱建物（SB）】

　当該時期の掘立柱建物は１棟確認された。

SB6007（第 46 図）　調査区東端、SH6500 の南に位置する。主軸方向Ｎ７°Ｅにとる２間×２間

の建物である。梁桁ともに概ね 3.0m を測り、身舎面積は 9.0㎡である。構成する柱穴は周辺の

SK6510・SK6525・SK6685 と同時期の遺構と重複しているが、前後関係は不明である。構成す

る柱穴の平面形状は円形または不整円形で、規模は長軸 0.4m ～ 0.6m で、深さは最も深いもの

で 0.7m を測る。

出土遺物（第 45 図）　遺物は５基の柱穴から確認されたが、土師器

の小片などがほとんどで、図示可能なものは１点であった。出土し

た遺物は須恵器の坏蓋である。天井部は平坦で、厚みは全体的に薄

い。口縁端部は水平に延びる。受部はやや内倒するものの直線的に

下に延びる。

出土遺物（第44図・図版19）　遺物は土師器の甕（７）、須恵器の坏蓋（８）、坏身（９）、（10・11）

を確認した。７は復元口径 9.6㎝の小型の甕である。体部内面に横方向のケズリを、体部外面に

縦方向のハケメを施す。８は天井部が膨らんでおり全体的に丸みを帯びる。天井部には切り離し

痕が確認できる。９は形状から器高が低く扁平なものと推測される。受部は水平で立ち上がりは

わずかに外反する。10 は口縁部のみ残存、11 は底部から頸部まで残存する。頸部には上から櫛

歯状工具による波紋、突帯状の回転ナデ、絞り込み、カキメを施す。肩部にはカキメとキザミを

施す。体部には突帯状の回転ナデを施す。底部には「／」のヘラ記号を刻む。

第 44図　6550・6580 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)

第 45図　6007 号掘立柱建物
出土遺物 (S=1/4)
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第 46図　6007 号掘立柱建物　平・断面図 (S=1/60)
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３．【土坑（SK）】

　当該時期の土坑は 36 基確認された。そのほとんどは調査区の南部から南東部にかけて集中し

て検出された。特に南端、南東端にて検出された土坑は大型で深いものが多く、中には黄褐色ロー

ム下の灰白色粘土層に到達しているものも確認された。

第 47図　6081・6086 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 48図　6115 号土坑　平・断面図 (S=1/40)

第 49図　6081・6086・6115 号土坑　出土遺物 (S=1/4)
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SK6081（第 47 図・図版 11）　調査区南部、SH6200 の南西に位置する。SK6082 と SK6083 と

重複関係にあり、SK6081 が新しい。長軸 1.9m、短軸 1.5m を測り、平面形状は不整円形である。

最大深度 0.2m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 49 図）　遺物は須恵器の坏身（１）を確認した。１は、底部は丸みを帯びる。受

部はわずかに上に延びる。立ち上がりは直線的に延びる。
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SK6086（第 47 図・図版 13）　調査区南部、SK6081 の南に位置する。SD6087 と重複関係にあり、

SK6086 が新しい。長軸 3.1m、短軸 1.4m を測り、平面形状は楕円形である。最大深度 0.6m で

断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 49 図）　遺物は土師器の甕（２）を確認した。体部内面にケズリを、体部外面に

ナデを施す。

SK6115（第 48 図）　調査区南部、SK6086 の南東に位置する。南東部を中心に大きく削平されて

おり、残存状態は良くない。残存状況から長軸 3.7m、短軸 3.4m で平面形状は方形である。最

大深は 0.2m で断面形状は逆台形である。床面から多数の柱穴が確認されたが遺構との関係は不

明である。

出土遺物（第 49 図）　遺物は須恵器の瓶（３）、土師器の把手（４・５）を確認した。３は口縁

部のみ残存。４と５は甑の把手である。４は断面形状が横長の楕円形をしている。端部が緩やか

に上に向く。５は短くずんぐりとしている。

SK6125（第 50 図・図版 11）　調査区南西端に位置する。長軸 2.1m、短軸 1.9m を測り、平面形

状は円形である。最大深は 0.6m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 52 図）　遺物は須恵器の坏蓋（１）、坏身（２）を確認した。１は、全体的に丸み

を帯びている。受部は水平である。外面にヘラケズリを施す。２は高台坏身である。高台はやや

内側に付く。

SK6150（第 50 図・図版 11）　調査区南端、SH6095 の南東に位置する。長軸 3.1m、短軸 1.3m

を測り、平面形状は楕円形である。最大深は0.5mで断面形状は逆台形である。床面から多数のピッ

ト状の掘り込み確認されたが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 52 図）　遺物は須恵器の坏蓋（３）を確認した。３の天井部は平坦である。天井

部に比べて口縁端部は非常に薄い。受部は直線的に内側へ延びるが、先端は下を向く。

SK6155（第 51 図・図版 11）　調査区南端、SK6150 の南東に位置する。SK6165 と重複関係にあり、

SK6155 が新しい。長軸 2.0m、短軸 1.9m を測り、平面形状は不整円形である。削平されており

深は北西部で 0.3m、南東部で 0.1m である。断面形状は逆台形である。床面からピット状の掘

り込み 1 基を確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 52 図）　遺物は須恵器の坏蓋（４）、土師器の甕（５）、把手（６）を確認した。

４は受部のみ残存、５は口縁部のみ残存、全体的に摩滅しており調整は不明である。６は甑の把

手である。断面形状は丸く、湾曲しながら上へと延びる。
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第 50図　6125・6150 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 51図　6155 号土坑　平・断面図 (S=1/40)

第 52図　6125・6150・6155 号土坑　出土遺物 (S=1/4)
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SK6165（第 53 図・図版 11・12）　調査区南端の土坑群内、SK6155 の南西に位置する。SK6155

と重複関係にあり、SK6155 が新しい。長軸検出長 5.0m、短軸 2.2m を測り、平面形状は楕円形

である。最大深は 0.4m で断面形状は逆台形である。底面では灰白色粘土層を確認した。床面か

ら複数ピットを確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 55 図）　遺物は須恵器の坏蓋（１）、坏身（２）を確認した。１は天井部が平坦で

口縁部は外反気味に延びる。２の受部は水平で立ち上がりは上に延びる。

SK6175（第 54 図・図版 12）　調査区南端の土坑群内、SK6095 の南に位置する。長軸 2.2m、短

軸 1.0m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.4m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 55 図）　遺物は須恵器の坏蓋（３）、坏身（４）を確認した。３は丸みを帯びた山

形をしており、天井部の平坦面は狭く口縁部は内湾気味に延びる。４は底部にかけて丸みを帯び

ており、立ち上がりは内側に向けて直線的に延びる。外面底部にヘラ記号「Ｃ」を刻む。
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第 53図　6165 号土坑　平・断面図 (S=1/40)



 64 

第 54図　6175・6220 号土坑　平・断面図 (S=1/40)

SK6220（第 54 図）　調査区中央やや南西、SH6095 の北に位置する。SK6080 と重複関係にあり、

SK6080が新しい。長軸2.4m、短軸検出長1.4mを測り、平面形状は不整円形である。最大深は0.1m

で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状の掘り込みを確認したが、遺構との関係は

不明である。

出土遺物（第 55 図）　遺物は土師器の皿（５～７）、坏身（８）、甕（９・10）、須恵器の坏蓋（11）、

坏身（12）を確認した。５～８は口縁部のみ残存、５の底部は平坦で口縁部は直立気味である。

６は器高が低い。７の口縁部は緩やかに内湾する。８の口縁部は直線的に延びる。９と 10 は全

体的に摩滅しており、調整は不明である。11 の口縁端部は水平に延び、受部は短く下へと延びる。
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第 55図　6165・6175・6220 号土坑　出土遺物 (S=1/4)

12 の口縁部は緩やかに外反しながら延びる。底部には高台の痕跡が確認された。

SK6245（第 56 図）　調査区中央やや南、SK6115 の南東に位置する。SK6235、SK6240 と重複

関係にあり、SK6235、SK6240 が新しい。長軸検出長 1.5m、短軸 1.0m を測り、平面形状は楕

円形と推測される。最大深は 0.7m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 59 図）　遺物は土師器の甕（１）、須恵器の坏蓋（２）を確認した。１は口縁部の

みの残存、内面にケズリを施す。２は天井面が平坦で、「Ｄ」のヘラ記号を刻む。全体に回転ナ

デを施す。

SK6255（第 56 図・図版 12）　調査区中央、SH6200 の西に位置する。長軸 2.0m、短軸 1.7m を測り、

平面形状は楕円形である。最大深は 0.3m で断面形状は逆台形である。床面からピット状の掘り

込みを確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 59 図）　遺物は土師器の甕（３）、須恵器の坏蓋（４）を確認した。３は口縁部の

み残存、内面の一部に横方向のケズリがみられるものの、全体的に摩滅しておりそのほかの調整

は不明。４は外面に回転ケズリを施す。受部は短くやや内側に延びる。

SK6505（第 57 図）　調査区中央やや東、SH6295 の南東に位置する。SK6675 と重複関係にあり、

SK6505 が新しい。長軸 3.3m、短軸 2.3m を測り、平面形状は不整円形である。最大深は 1.0m

で断面形状は逆台形である。底部一面に被熱の痕跡が確認された。

出土遺物（第 59 図・図版 20）　遺物は須恵器の坏蓋（５～７）、坏身（８）を確認した。５・６

はつまみを有する蓋である。８は高台坏である。口縁部が外反し、高台は底部端に付く。

SK6510（第 58 図）　調査区東端に位置する。SH6515 と重複関係にあり、SH6515 が新しい調査

区外へと延びるため全容は不明だが、長軸検出長 4.2m、短軸 1.8m を測り、平面形状は楕円形
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と推測される。全体的に浅くおおよその深さは 0.2m である。断面形状は逆台形である。床面か

ら複数のピット状掘り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 59 図）　遺物は土師器の甕（９）、須恵器の坏身（10）を確認した。９は復元口径

11.8㎝で、内面に工具ケズリ、外面にナデを施す。10 の受部はやや上に延びる。立ち上がりは

長く内傾しつつ、直線的に延びる。

第 56図　6245・6255 号土坑　平・断面図 (S=1/40)



 67 

第 57図　6505 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 58図　6510 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 59図　6245・6255・6505・6510 号土坑　出土遺物 (S=1/4)

SK6525（第 60 図・図版 12）　調査区東端、SK6510 の南に位置する。SK6670、SK6685 と重複

関係にあり、SK6525 が新しい。長軸 5.8m、短軸 3.8m を測り、平面形状は不整円形である。最

大深は 0.3m で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状掘り込みを確認したが遺構と

の関係は不明である。

出土遺物（第 64 図・図版 20）　遺物は土師器の甕（１）、甑（２）、坏蓋（３）、須恵器の坏身（４

～６）。１は内面と外面に縦方向のハケメ、外面には加えて平行タタキを施す。２は口縁部から

体部・把手まで残存体部内面に縦方向にケズリを施す。把手は短く上を向く。３は天井部が扁平
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第 60図　6525 号土坑　平・断面図 (S=1/40)



 70 

で口縁端部は直線的である。４の受部は水平で立ち上がりは外反しながら上に延びる。５は全体

的に丸みを帯びており、底部は平坦でヘラ記号「Ｃ」を刻む。６は外面底部にケズリを施し、口

縁部は直立する。

SK6535（第 61 図）　調査区南部、SH6540 の北に位置する。SK6530、SK6560、SK6700 と重複

関係にあり、SK6535 が新しい。長軸 1.6m、短軸 1.2m を測り、平面形状は楕円形である。最大

深は 0.2m で断面形状は逆台形である。遺物は土師器の小破片が出土したが図示可能なものはな

かった。

SK6545（第 61 図）　調査区南部、SH6540 の北西に位置する。SK6555 と重複関係にあり、

SK6545 が新しい。長軸 2.5m、短軸 1.1m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.3m で

断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 64 図・図版 22）　遺物は須恵器の瓶（７）、砥石（８）を確認した。７は口縁部の

み残存、表面剥離により調整は不明である。８は４面の使用が確認できる。一部被熱により黒く

変色している。

SK6555（第 61 図）　調査区南部、SH6540 の北西に位置する。SK6545 と重複関係にあり、

SK6545 が新しい。長軸 1.5m、短軸 1.4m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.3m で

断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 64 図・図版 20）　遺物は須恵器の坏身（９）を確認した。底部外面に回転ヘラケ

ズリを施す。口縁部は少し外反するも直線的に延びる。

SK6575（第 62 図・図版 12）　調査区南端に SH6520 の北に位置する。長軸 2.4m、短軸 2.3m を

測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.8m で断面形状は逆台形である。底面では灰白色粘

土層を確認した。

出土遺物（第 64 図）　遺物は須恵器の坏蓋（10）、坏身（11）を確認した。10 は表面剥離のた

め調整は不明である。11 は高台付坏で口縁部は外倒しつつ直線的に延びる。

SK6605（第 62 図）　調査区中央やや南東に位置する。長軸 2.0m、短軸 1.3m を測り、平面形状

は楕円形である。最大深は 0.4m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 64 図）　遺物は土師器の把手（12）、須恵器の坏蓋（13）を確認した。12 は全体

的に短く先端部はＬ字に折れ上に延びる。13 は全体的に薄く、口縁端部にむかって緩やかに広

がる

SK6615（第 63 図・図版 12）　調査区東端に位置する。SK6720 と重複関係にあり、SK6615

が新しい。調査区外へと延びるため全容は不明だが、長軸 5.2m、短軸検出長 1.6m を測り、平

面形状は楕円形と推測される。最大深は 0.8m で断面形状は逆台形である。
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第 61図　6535・6545・6555 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 62図　6575・6605 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 63図　6615 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 64図　6525・6545・6555・6575・6605・6615 号土坑　出土遺物 (S=1/4、石器は1/2)

出土遺物（第 64 図）　遺物は土師器把手（14）、須恵器の坏身（15）を確認した。14 は短くす

ぼみつつ上に角状に延びる。15 の器高は低く口縁部底部ともに直線的に延びる。

SK6620（第 65 図・図版 12）　調査区南端、SH6580 の北に位置する。長軸 2.3m、短軸 1.6m を測り、

平面形状は楕円形である。最大深は 0.6m で断面形状は逆台形である。底面では灰白色粘土層を

確認した。

出土遺物（第 69 図）　遺物は須恵器坏蓋（１）、坏身（２）を確認した。１は全体的に丸みを帯

びている。つまみの痕跡は確認できなかった。２は低い高台が付く。

SK6625（第 65 図・図版 12）　調査区南部の中央 SH6200 の南東に位置する。長軸 2.2m、短軸 1.7m 
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第 65図　6620・6625 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.5m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 69 図・図版 20）　遺物は須恵器の坏蓋（３・４）を確認した。３は丸みを帯びつ

つも天井部は平坦である。受部は水平方向に内側に延びる。４はつまみが付く外面にヘラ記号

「×」を刻む。

SK6630（第 66 図）　調査区南部中央、SK6115 の東に位置する。長軸 2.0m、短軸 1.8m を測り、

平面形状は楕円形である。最大深は 0.8m で断面形状は漏斗形である。

出土遺物（第 69 図）　遺物は須恵器の坏身（５・６）を確認した。５の底部は平坦で、口縁部

は外傾しつつ直線的に延びる。高台の痕跡が確認された。６は底部のみ残存高台の痕跡が確認さ

れた。

SK6635（第 66 図）　調査区南部、SK6555 の西に位置する。長軸 2.5m、短軸 1.2m を測り、平

面形状は楕円形である。最大深は 0.7m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 69 図）　遺物は土師器の把手（７）、須恵器の坏蓋（８）、坏身（９）を確認した。

７の断面形状は楕円形であり、緩やかにすぼみながら、Ｊの字を描くように上に延びる。８の天

井部は平坦で口縁端部はわずかに外反する。９の立ち上がりは短く内に向かって直線状に延びつ

つも端部のみ垂直上に延びる。

SK6640（第 66 図）　調査区南東端に位置する。長軸 1.3m、短軸 1.1m を測り、平面形状は楕円

形である。最大深は 0.4m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 69 図）　遺物は土師器の高坏（10）、須恵器の坏蓋（11）を確認した。10 は脚部

のみ残存、外面に工具ナデを施す。11 は丸みを帯び、口縁部は直立気味である。外面にヘラ記

号「Λ」を刻む。

SK6650（第 67 図）　調査区南部、SH6540 の内部に位置する。SH6540 と重複関係にあり、

SK6650 が新しい。長軸 2.0m、短軸 1.8m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.3m で

断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 69 図）　遺物は須恵器の坏蓋（12 ～ 14）を確認した。12 の受部は外反しつつ長

く延びる。13 の受部は長く垂直下に延びる。14 の受部は短く内傾する。

SK6670（第 67 図・図版 13）　調査区東端、SK6510 の南西に位置する。SK6525 と重複関係

にあり、SK6670 が新しい。長軸 3.3m、短軸 2.1m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は

0.8m で断面形状は逆三角形である。

出土遺物（第 69 図・図版 20）　遺物は土師器の坏身（15）、甕（16）、須恵器の坏身（17・18）

を確認した。15 は全体的に摩滅しており調整は不明である。16 は内面にケズリを施す。17 の

口縁部はわずかに内湾しつつ延びる。18 の口縁部は直線状に緩やかに外へと延びる。
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第 66図　6630・6635・6640 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 67図　6650・6670 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 68図　6675・6680 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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SK6675（第 68 図）　調査区中央やや東、SH6295 の南東に位置する。SK6505・SK6680 と重複

関係にあり、SK6505・SK6680 が新しい。長軸検出長 4.1m、短軸 1.5m を測り、平面形状は楕

円形である。最大深は 0.5m で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状掘り込みを確

認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 69 図）　遺物は土師器の甕（19）を確認した。口縁部から体部まで残存する。体

部内面に縦方向のケズリ、体部外面に縦方向のハケメを施す。

SK6680（第 68 図）　調査区中央やや東、SK6675 の南に位置する。SK6675 と重複関係にあり、

SK6680 が新しい。長軸 2.3m、短軸 1.8m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.9m で

断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 69 図・図版 22）　遺物は須恵器の坏蓋（20）、坏身（21）、砥石（22）を確認した。

20 は丸みを帯びており、口縁端部は天井部からの曲線に沿って延びる。受部は垂直下に向かっ

て短く延びる。外面にヘラケズリを施す。21 は外面にケズリを施す。Ｌ字型の高台が付く。底

部にはヘラ記号「ハ」を刻む。22 は４面の使用痕が確認された。

SK6685（第 70 図）　調査区東端、SK6510 の南に位置する。SK6525 と重複関係にあり、SK6525

が新しい。長軸 1.6m、短軸 1.5m を測り、平面形状は楕円形である。断面形状は断落ちの漏斗

形をしている。北に向かって掘り込んでおり、南壁沿いで検出面から 0.2m、最も深い北壁沿い

では 0.6m を測る。

出土遺物（第72図）　遺物は土師器の甕（１）、須恵器の坏蓋（２）を確認した。１は口縁部のみ残存、

内面は横方向のケズリを施す。外面は摩滅しており調整は不明。２は口縁端部のみ残存する。

SK6695（第 70 図・図版 13）　調査区中央やや東、SK6680 の東に位置する。長軸 3.0m、短軸 1.7m

を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.6m で断面形状は漏斗形である。

出土遺物（第72図）　遺物は土師器の甕（３）、須恵器の坏身（４）を確認した。３は口縁部のみ残存、

内面に縦方向のケズリ、外面に縦方向のハケメを施す。４は体部の一部が残存、外面にケズリを

施す。

SK6700（第 70 図）　調査区南部、SH6540 の北に位置する。SH6540・SK6535・SK6560 と重複

関係にあり、SH6540・SK6535・SK6560 が新しい。周辺の遺構に大きく削平されており全容は

不明だが、長軸残存長 2.1m、短軸残存長 1.1m を測り、平面形状は楕円形と推測される。残存

状態は悪く最大深は 0.1m である。断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状掘り込み

を確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 72 図）　遺物は須恵器の坏蓋（５）を確認した。５は天井部から口縁端部まで残

存する。全体的に丸みを帯びており、つまみの痕跡は確認されなかった。受部は長く内側に向け

て直線的に延びるが、先端部はわずかに外反し下に延びる。
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第 70図　6685・6695・6700 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 71図　6705・6720・6745 号土坑　平・断面図 (S=1/40)

第 72図　6685・6695・6700・6705・6720・6745 号土坑　出土遺物 (S=1/4)
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SK6705（第 71 図）　調査区南部、SH6540 の北西に位置する。長軸 0.9m、短軸 0.7m を測り、

平面形状は楕円形である。全体的に削平されており、埋土の残存状況は悪い。最大深度は 0.1m

で断面形状は皿形である。

出土遺物（第 72 図・図版 20）　遺物は土師器の甕（６）を確認した。６は口縁部から体部まで残存、

体部内面に縦方向のケズリ、外面に縦方向のハケメを施す。

第 73図　6715 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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SK6715（第 73 図・図版 13）　調査区東端、SK6615 の北に位置する。SH6585・SK6720 と重複

関係にあり、SH6585 より古く、SK6720 より新しい。調査区外へと延びるため全容は不明だが、

長軸 3.8m、短軸検出長 1.3m を測り、平面形状は楕円形と推測される。最大深度は 0.7m で断面

形状は逆台形である。

出土遺物（第 76 図・図版 20）　遺構内から多くの遺物が確認されたが、図示可能なものは 1 点

のみである。出土した土師器の高坏は全体的に摩滅しており調整は不明である。

SK6720（第 71 図）　調査区東端、SK6715 の南西に位置する。SK6585・SK6615・SK6715 と重

複関係にあり、SK6585・SK6615・SK6715 が新しい。周辺の遺構に大きく削平されており全容

は不明だが、長軸残存長 1.7m、短軸 1.3m を測り、平面形状は楕円形であると推測される。最

大深は 0.5m で断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 72 図）　遺物は須恵器の坏蓋（７）、坏身（８）を確認した。７は天井部にヘラ記号「／

Λ」を刻む。８は長めの高台が付く。

SK6745（第 71 図）　調査区南部東端に位置する。調査区外へと延びるため全容は不明だが、長

軸 1.4m、短軸検出長 0.9m を測り、平面形状は楕円形と推測される。深さは 0.2 ～ 0.3m である。

断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状掘り込みを確認したが遺構との関係は不明で

ある。

出土遺物（第 72 図）　遺物は須恵器の瓶（９）を確認した。出土した遺物は肩部の小片で外面

に水平方向のカキメを施す。

４．【溝（SD）】

SD6087（第 74 図・図版 13）　調査区南部、SK6115 の西に位置する。SK6086 と重複関係にあり、

SK6086 が新しい。長軸検出長 5.0m、短軸最大幅 1.7m、最狭幅 0.6m を測る。最大深は 0.4m で

断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 76 図）　遺物は土師器の把手を確認した。断面形状は円形で先端にかけて直角的

に折れて先端は上へと延びる。

５．【井戸（SE）】

SE6610（第 75 図・図版 13）　調査区東端、SK6615 の南西に位置する。長軸 1.9m、短軸 1.8m

を測り、平面形状は円形である。最大深は 0.9m で断面形状は逆台形である。集水施設や湧水は

確認されなかった。

出土遺物（第 76 図）　遺物は土師器の皿（１）、須恵器の坏身（２）を確認した。１の底部は平

坦で口縁部内部は直線的に、外面はやや内湾的に延びる。２は高台坏身で高台はやや内側に付く。



 86 

第 74図　6087 号溝　平・断面図 (S=1/40)
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第 75図　6610 号井戸　平・断面図 (S=1/40)

第 76図　6175 号土坑・6087 号溝・6610 号井戸　出土遺物 (S=1/4)

SK6715 SD6087

SE6610-1

SE6610-2
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６．【ピット（P）】（第 77 図）

　当該時期の遺物が確認されたピットについて報告する。

P22　調査区北端、SH6003 の北東に位置する。高坏の脚部が出土した。

P117　調査区中央やや南東、SK6680 の南西に位置する。出土した把手は全体的に短く先端は上

を向く。

P129　調査区中央やや南西、SK6220 の北東に位置する。出土した坏蓋は、受部が短く内側に直

線的に延びる。

P137　調査区南部、SK6081 の北に位置する。出土した坏蓋は天井部にヘラ記号「♯」を刻む。

P238　調査区西端、SK6205 の西に位置する。出土した把手は断面形状が丸く、全長は短く先端

はわずかに折れる。

P312　調査区中央やや西、SH6210 の西に位置する。出土した坏身は底部が平坦で口縁部も直線

的に延びる。

P330　調査区中央部、SH6210 の北西に位置する。出土した把手は断面形状横長の楕円形をして

おり、胴部より直線的に延びる。

P614　調査区北東、SH6500 の北に位置する。出土した甕は内面にケズリ、外面に縦方向のハケ

メを施す。

P871　調査区中央やや東、SK6605 の西に位置する。出土した坏身は受部が水平に延び、立ち上

がりは長く外反する。

P996　調査区東端、SE6610 の西に位置する。出土した坏身は、高台が付き、口縁部が大きく外

反する。

P1009　調査区東端、SK6510 の北西に位置する。出土した坏蓋は受部が短く内傾する。

P117
P614

P137

P1009

P996

P129

P22

P312

P871

P238

P330

第 77図　ピット　出土遺物 (S=1/4)
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Ⅴ．奈良時代の遺構・遺物

　奈良時代の遺構は、竪穴住居３軒、土坑 13 基が検出された。当該時期の遺構は調査区南部に

集中して確認された。

第 78図　6515 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 79図　6735 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)
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第 80図　6735 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/2)

１．【竪穴住居（SH）】

SH6515（第78図・図版13）　調査区東端、SH6500の南に位置する。SH6735・SH6740・SK6510・

SK6730 と重複関係にあり、SK6510・SH6735・SH6740 より新しく、SK6730 より古い。後世

の造成により大きく削平されているため、全容は不明だが長軸検出長 4.0m、短軸検出長 2.4m

を測る。平面形状は方形と推測される。床面は西壁一帯と南東部では地山を主としたもので、

SH6735 と重複するエリアでは黒褐色土を主とした貼床があったものと推測される。西壁際にて

長軸 0.9m、短軸 0.7m の範囲で、南壁際にて長軸 0.7m、短軸 0.6m の範囲で焼土が確認された。

出土遺物（第 82 図・図版 20）　遺物は土師器の甕（１～４）、須恵器の坏蓋（５～７）、坏身

（８）を確認した。４と７は SH6735 埋土の遺物として取り上げたが、遺物の時期と出土地点か

ら SH6515 に伴う柱穴があったものと推測される。１は内面に被熱の痕跡あり、２は西側カマド

内からの出土で、内面にケズリを施す。３は内面にケズリ、外面に縦方向のハケメを施す。４は

内面にケズリを施す。５の口縁部は水平に短く延び、先端で下に折れる。天井部にヘラケズリの

痕跡は確認できなかった。６の天井部は平坦でヘラケズリを施す。口縁端部はやや下に延びる。

かえしは端部に対して直交気味に内へと延びる。７には中央部がやや尖るボタン型のツマミが付

く。天井部にはヘラケズリを施される。重ね焼きの痕跡が２か所確認できる。端部は先端で下に

折れ曲がる。８は底部にヘラケズリを施す。やや長い踏ん張る形の高台が付く。

SH6735（第 79 図）　調査区東端、SH6515 の東に位置する。SH6515・SH6740・SK6510 と重複

関係にあり、SK6510・SH6740 より新しく、SH6515 より古い。SH6515 と同様複数の遺構に削

平されているため、全容は不明だが、長軸検出長 5.5m、短軸検出長 2.1m を測る。平面形状は

方形と推測される。埋土の残存状態は悪く、最大深は 0.2m である。床面は床面から柱穴２基が

確認され、位置関係から、主柱穴と推測される。

出土遺物（第 80・82 図・図版 20・21）　遺物は土師器の甕（９・10）、土師器の坏身（11）、
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第 81図　6740 号竪穴住居　平・断面図 (S=1/40)



 93 

１

３

５

６

７

８
４

２

９

11

14

15

12

1310

第 82図　6515・6735・6740 号竪穴住居　出土遺物 (S=1/4)

須恵器の坏蓋（12）、瓶（13）、砥石（第 80 図）を確認した。９は内面にケズリ、外面に縦方向

のハケメを施す。10 は内面にケズリ、外面に縦方向のハケメを施す。12 は底部外面にヘラ記号

「大」を刻む。13 は瓶の底部と考えられる。砥石はへの字形状をしており、４面使用痕が確認さ

れる。

SH6740（第 81 図）　調査区東端、SH6735 の北に位置する。SH6735・SK6725 と重複関係にあり、

SH6735・SK6725より古い。調査区外へと延びるため全容は不明だが、長軸4.4m、短軸検出長3.9m

を測り、平面形状は方形と推測される。床面はしまっており、土質から地山が踏み固められたも

のと推測される。床面から複数のピットが確認され、うち３基は位置関係から、調査区外の１基

を加えた４本柱と推測される。その他複数のピット状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不

明である。

出土遺物（第 82 図・図版 20）　遺物は土師器の把手（14）、須恵器の坏身（15）を確認した。

14 は土師器の甑の把手で、全体的に短く全体的にすぼみながら先端は上を向く。15 は高台付坏

である。口縁部はわずかに外反しながらも直線的に延びる。
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２．【土坑（SK）】

　当該時期の土坑は調査区南部にて多く検出された。

SK6080（第 84 図・図版 13・14）　調査区南西部、SH6085 の北に位置する。SK6205・SK6220

と重複関係にあり、SK6080 が新しい。長軸 5.7m、短軸 4.3m を測り、平面形状は不整円形である。

後世の造成による削平のため、検出面からの深さは最も深い北西部で 0.6m、最も浅い南東部で

0.1m である。

出土遺物（第 83 図・図版 20・21）　遺構全体から数多くの遺物が確認された。遺物は土師器

の甕（１～４・６）、甑（５）、須恵器の坏身（７・８・11・12・14・15・17・18)、坏蓋（９・

10）、短頚壺（19）、瓶（20・21）、紡錘車（22）を確認した。1 ～３は内面にケズリ、外面に

第 83図　6080 号土坑　出土遺物 (S=1/4、石器は1/2)



95・96

第 84図　6080 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 85図　6100 号土坑　平・断面図 (S=1/40)

縦方向のハケメを施す。４は内面にケズリを施す。６は内面にケズリを施す。５は外面にハケメ

を施す。７・８は口縁部のみ残存、７の受部は短く水平に延びる。立ち上がりはやや外反して上

に延びる。８の受部はとても短く水平に延び、立ち上がりは直線的にやや内へと延びる。９は乳

頭状のツマミが付く天井部にはヘラ記号「Ｅ」を刻む。10 は断面形状が歪んでおり、天井部が

一部中央に向かって窪む。ボタン状のツマミが付き、天井部にヘラケズリを施す。11 の口縁部

はやや外向きに延びる。底部にヘラ記号「－」を刻む。12 の口縁部は直線的に延びる。13 は口

縁部のみ残存。14 は底部にヘラケズリを施す。高台がやや外向きに付く。15 は底部にヘラ記号

「－」を刻む。16 は底部際に小さく高台が付く。ヘラ記号「×」を刻む。17 は高台が小さく直

線的に付く。18 は底部に回転ヘラケズリを施し、際には小さく高台が付く。19 は底部外面に回

転ヘラケズリを施す。20 は底部から体部にかけて残存、底部外面に手持ちケズリを施す。21 は

口縁部のみ残存。

SK6100（第85図・図版14）　調査区南部、SH6095の南東に位置する。SD6087と重複関係にあり、

SK6100が新しい。南側が後世の造成により大きく削平されているが、長軸3.1m、短軸検出長1.7m

を測り、平面形状は方形と推測される。最大深 0.2m である。長軸 0.6m、短軸 0.5m の範囲で焼

土が確認された。その他複数のピット状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 90 図）　遺物は須恵器の坏蓋（１）を確認した。１の器高は低く、口縁端部は下

に折り曲がる。

SK6160（第 86 図・図版 14）　調査区南端の土坑群内、SK6165 の東に位置する。長軸 4.7m、短

軸 2.7mを測り、平面形状は不整円形である。最大深は 0.6mで底部では灰白色粘土層に到達する。
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第 86図　6160 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 87図　6180 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 88図　6250 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 89図　6560・6570 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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出土遺物（第 90 図）　遺物は土師器の高坏（２）、須恵器の坏身（３）を確認した。２は脚部のみ

残存、３の底部の際に小さく下に延びた高台が付く。底部にヘラケズリを施す。

SK6180（第87図）　調査区南端の土坑群内、SK6175の南に位置する。長軸3.9m、短軸1.5mを測り、

平面形状は楕円形である。最大深は 0.8m である。

出土遺物（第 90 図）　遺物は須恵器の坏蓋（４・５）を確認した。４は天井部にヘラケズリを施す。

中央部にはボタン状のツマミが付く。５は上部中央が窪む。

SK6250（第 88 図）　調査区南西、SK6080 の西に位置する。長軸 6.1m、短軸 2.2m を測り、平面

形状は楕円形である。最大深は 0.3m で、断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状の掘

り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

出土遺物（第 90 図・図版 21）　遺物は土師器の甕（６）を確認した。６は体部内面にケズリ、外

面に縦方向のハケメを施す。

SK6560（第 89 図）　調査区南部、SH6540 の北に位置する。SK6535・SK6655・SK6700 と重複関

係にあり、SK6700 より新しく、SK6535・SK6655 より古い。遺構による削平により、全容は不明

だが、長軸 2.8m、短軸検出長 2.3m を測り、平面形状は楕円形もしくは方形と推測される。最大

深は 0.2m で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状の掘り込みを確認したが遺構との
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第 90図　6100・6160・6180・6250・6560・6570 号土坑　出土遺物 (S=1/4)
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関係は不明である。

出土遺物（第 90 図・図版 21）　遺物は須恵器の坏蓋（７）、坏身（８）を確認した。７は天井部

にヘラケズリを施す。輪状のツマミが付く。８は底部際に高台が付く。

SK6570（第 89 図・図版 14）　調査区南東端、SH6550 の南に位置する。SK6690 と重複関係にあり、

SK6690 が新しい。長軸 1.7m、短軸 1.8m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.4m で断

面形状は逆台形である。

出土遺物（第 90 図・図版 21）　遺物は土師器の甕（９・10）、須恵器の坏蓋（11）、坏身（12）、

ミニチュア（13）、皿（14）を確認した。９と 10 は口縁部のみ残存、９は内面にケズリ、外面に

縦方向のハケメを施す。10 は摩滅しており調整は不明である。11 はヘラケズリの痕跡は確認で

きない。径の小さなツマミが付き、口縁端部は天井部からの丸みに沿って延びる。12 の底部には

ヘラケズリを施す。小さな高台が付き、口縁部は直線的に延びる。13 は壺で底部にヘラケズリを

施す。14 は底部にヘラケズリを施す。口縁部は若干内湾しつつ延びる。

SK6645（第 91 図）　調査区南部、SH6550 の内部に位置する。SH6550 と重複関係にあり、

SK6645 が新しい。長軸 1.2m、短軸 0.9m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.4m で、

断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 93 図）　遺物は須恵器の坏蓋（１）を確認した。１にはツマミは押しつぶしたよう

な扁平なものが付く。器高が低く天井部にケズリを施す。

SK6655（第 91 図）　調査区南部、SH6540 の北に位置する。SK6560 と重複関係にあり、SK6655

が新しい。長軸 2.1m、短軸 1.2m を測り、平面形状は不整円形である。最大深は 0.5m で、断面

形状は逆台形である。

出土遺物（第 93 図）　遺物は土師器の甑（４）を確認した。４は内面にケズリ、外面に縦方向の

ハケメを施す。

SK6690（第 91 図）　調査区南東端、SH6550 の南に位置する。SK6570 と重複関係にあり、

SK6690 が新しい。長軸 1.2m、短軸 0.8m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.5m で、

断面形状は逆台形である。

出土遺物（第 93 図）　遺物は土師器の甑（２）、須恵器の坏身（３）を確認した。２は口縁部のみ

残存、内面にケズリを施す。３は高台付坏で高台はやや外に付く。底部内側に重ね焼きの痕跡が

確認された。

SK6710（第91図）　調査区中央やや南東、SH6540の北西に位置する。長軸1.3m、短軸1.1mを測り、

平面形状は円形である。最大深は 0.2m で断面形状は皿型である。

出土遺物（第 93 図・図版 21）　遺物は須恵器の坏身（５）を確認した。５は高台付坏で口縁部は

直線的に延びる。
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第 91図　6645・6655・6690・6710 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 92図　6725・6730 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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SK6725（第 92 図）　調査区東端 SH6735 の北に位置する。SH6740 と重複関係にあり、SH6740

が新しい。長軸検出長 3.6m、短軸検出長 2.0m、を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.5m

で断面形状は逆台形である。図示可能な遺物は確認されなかった。

SK6730（第 92 図）　調査区東端 SH6515 の北に位置する。SH6515 と重複関係にあり、SK6730

が新しい。長軸 1.6m、短軸 1.4m を測り、平面形状は円形である。最大深は 0.7m で断面形状は

皿型である。

出土遺物（第93図）　遺物は土師器の甕（６）、須恵器の坏蓋（７）を確認した。６は口縁部のみ残存、

体部内面にケズリを施す。７は天井部にケズリを施し、端部先端を下に折り曲げる。残存するツ

マミの部分から、形状は中央部がやや尖るボタン型と推測される。

３．【ピット（P）】（第 94 図・図版 21）

P328　調査区中央 SH6210 の北に位置する。P328 から確認された須恵器の皿は底部中央がやや

膨らむ、口縁部に向かって緩やかにカーブを描き立ち上がる。

P821　調査区南部 SH6540 の南西に位置する。P821 から確認された須恵器の坏蓋は天井部にケ

ズリを施す。ボタン状のツマミが付く、端部は折れ曲がり下を向く。
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第 93図　6645・6655・6690・6710・6730 号土坑　出土遺物 (S=1/4)

第 94図　ピット　出土遺物 (S=1/4)

P328

P821
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Ⅵ．その他の遺構

　その他、図示可能な遺物が確認されなかった遺構について述べる。

１．【土坑（SK）】

SK6082（第 95 図）　調査区中央やや南、SH6200 の南に位置する。SK6081・SK6086 と重複関

係にあり、SK6082・SK6086 が新しい。長軸検出長 2.5m、短軸検出長 1.2m を測り、平面形状

は不整円形である。最大深は 0.2m で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状の掘り

込みを確認したが遺構との関係は不明である。

第 95図　6082・6083 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 96図　6084・6120 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 97図　6130・6135・6145 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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SK6083（第 95 図）　調査区中央やや南、SH6200 の南に位置する。SK6081 と重複関係にあり、

SK6083 が新しい。長軸検出長 2.6m、短軸 1.3m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.1m

で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不

明である。

SK6084（第 96 図）　調査区中央やや南、SK6082 の東に位置する。長軸 3.2m、短軸 2.7m を測り、

平面形状は不整円形である。最大深は 0.2m で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット

状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

SK6120（第 96 図）　調査区南端の土坑群内、SK6165 の南西に位置する。長軸 1.8m、短軸 1.7m

を測り、平面形状は擂鉢形である。最大深は 0.2m で断面形状は逆台形である。底部では灰白色

粘土層に到達する。

SK6130（第 97 図・図版 15）　調査区南端の土坑群内、SK6120 の南西に位置する。長軸 1.5m、

短軸 1.3m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.3m で断面形状は逆台形である。底部

では灰白色粘土層に到達する。

SK6135（第 97 図）　調査区南端の土坑群内、SK6125 の北西に位置する。長軸 1.4m、短軸 1.2m

を測り、平面形状は不整円形である。最大深は 0.1m で断面形状は逆台形である。

SK6145（第 97 図）　調査区南端中央、SH6580 の北西に位置する。長軸 1.4m、短軸 1.0m を測り、

平面形状は不整円形である。最大深は 0.3m で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット

状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

SK6195（第 98 図）　調査区中央、SH6200 の西に位置する。SK6215 と重複関係にあり、

SK6215 が新しい。長軸 4.1m、短軸 2.0m を測り、平面形状は不整円形である。最大深は 0.2m

で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不

明である。

SK6215（第 99 図）　調査区中央、SH6200 の西に位置する。SK6195 と重複関係にあり、

SK6215 が新しい。長軸 4.3m、短軸 2.5m を測り、平面形状は不整円形である。最大深は 0.2m

で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不

明である。

SK6230（第 99 図）　調査区中央やや南、SK6115 の南に位置する。SK6245 と重複関係にあり、

SK6230 が新しい。長軸 1.1m、短軸検出長 1.0m を測り、平面形状は円形である。最大深は 0.4m

で断面形状は逆台形である。
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SK6235（第 99 図）　調査区中央やや南、SH6200 の南に位置する。SK6240・SK6245 と重複関

係にあり、SK6235 が新しい。長軸 1.6m、短軸 1.3m を測り、平面形状は不整円形である。最大

深は 0.3m で、断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状の掘り込みを確認したが遺構

との関係は不明である。

SK6240（第 100 図）　調査区中央やや南、SH6200 の南に位置する。SK6235・SK6245 と重複関

係にあり、SK6245 より新しく、SK6235 より古い。後世の造成により南側を中心に大きく削平

されているが、長軸 5.4m、短軸検出長 2.8m を測り、平面形状は不整円形と推測される。最大

深は 0.2m で、断面形状は逆台形である。

第 98図　6195 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 99図　6215・6230・6235 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 100図　6240 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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SK6260（第 101 図）　調査区中央、SH6200 の西に位置する。長軸 1.2m、短軸 1.1m を測り、平

面形状は不整円形である。最大深は 0.4m で断面形状は逆台形である。床面から複数のピット状

の掘り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

SK6495（第 101 図）　調査区中央やや北東、SH6290 の東に位置する。長軸 2.6m、短軸 1.4m を

測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.4m で断面形状は逆台形である。床面から複数のピッ

ト状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

SK6530（第 101 図）　調査区中央やや南、SH6540 の北に位置する。SK6535 と重複関係にあり、

SK6535 が新しい。長軸 2.3m、短軸 1.3m を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.1m で

断面形状は逆台形である。

SK6565（第 102 図）　調査区南端の土坑群内、SK6570 の西に位置する。長軸 1.2m、短軸 0.8m

を測り、平面形状は楕円形である。最大深は 0.3m で断面形状は逆台形である。

SK6585（第 102 図・図版 15）　調査区東端中央部、SH6735 の土坑群内に位置する。SK6715・

SK6720 と重複関係にあり、SK6585 が新しい。長軸 1.6m、短軸 1.1m を測り、平面形状は不整

円形である。最大深は 0.1m で断面形状は逆台形である。

SK6590（第 102 図）　調査区南端の土坑群内、SH6520 の北に位置する。長軸 1.7m、短軸 1.2m

を測り、平面形状は不整円形である。最大度は 0.4m で断面形状は逆台形である。

SK6595（第 102 図）　調査区南端の土坑群内、SH6520 の北に位置する。長軸 2.3m、短軸 1.4m

を測り、平面形状は不整円形である。最大深は 0.3m で断面形状は逆台形である。床面から複数

のピット状の掘り込みを確認したが遺構との関係は不明である。

SK6600（第102図・図版15）　調査区南端の土坑群内、SH6520の北に位置する。長軸検出長1.2m、

短軸 1.1m を測り、平面形状は不整円形である。最大深は 0.4m で断面形状は逆台形である。
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第 101図　6260・6495・6530 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第 102図　6565・6585・6590・6595・6600 号土坑　平・断面図 (S=1/40)
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第４章　調査成果のまとめ

Ⅰ．本川原遺跡と今回調査地

１．遺構の分布状況

　今回調査地には、確認調査の成果や周辺の調査事例より、弥生時代後期から古墳時代初頭の集

落が存在すると想定されていた。調査の結果、これに加えて古墳時代後期と奈良時代の遺構も確

認された。遺構の分布状況は、弥生時代後期～古墳時代初頭に丘陵の北側、古墳時代後期～奈良

時代に丘陵の南側へ集中する傾向がみられた。

　そこで、隣接地である昭和 48 年調査地（本川原１次）、49 年調査地（本川原２次）の成果を

踏まえ、遺跡の性格をまとめていきたい。なお、第 103 図に時期別遺構分布を示しているが、

これは佐賀県文化財調査報告書第 32 集（地形測量図）および第 104 集（遺跡周辺状況図）を基

に作成した。なお弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての遺構は、県報告書第 32 集で定義さ

れている『本川原Ⅰ式土器』（方形周溝墓の構築前）、『本川原Ⅱ式土器』（方形周溝墓の構築後）

を基準として出土遺物を観察し、新旧２時期に分類した。

２．集落の変遷

弥生時代後期から終末期の集落について

　出土遺物に古い様相を示すグループは、SH6001・6003・6005・6006・6285 の５軒と 49 年

調査地の３軒で、器壁が厚く外面にタタキを施した土器が主体を占める。竪穴住居は丘陵の北

側の高い位置に、間隔をあけて構築されている。平面形状は長方形が多いが、49 年調査地の H8

や H10 のように方形のものもみられる。

弥生時代終末期から古墳時代初頭の集落について

　遺構の内容や基数から、この時期が集落の最盛期と考えられる。丘陵の頂部にあたる位置に２

基の方形周溝墓が造られ、それを取り巻くように竪穴住居が分布している。48 年調査地では５

軒、今回調査地では 10 軒を確認している。平面形状は長方形が主であるが方形のものも混在し、

SH6280 のように非常に大型のものもみられる。SH6002・6270・6280 では、入口にあたる壁

際土坑を確認しているが、その位置は同一方位ではない。49 年調査地ではこの時期の遺構が確

認されていないことから、丘陵の北東部を主な居住域として設定していたようである。出土遺物

は、器壁が薄く、体部内面にケズリを施したものが多くを占める。

　弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての竪穴住居は、遺構の残存状況が良好であったにも関

わらず遺物の出土量が少なかった。また SH6002・6003 のように、貼床のしまりが非常に悪い

例も多かった。そのため、使用された期間は比較的短かったのではないかと推測される。

古墳時代後期の集落について

　この時期の遺構は、49 年調査地で竪穴住居１軒と土坑１基、今回調査地で竪穴住居８軒が検
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第 103図　時期別遺構分布図

出されている。遺構は丘陵の南東に多く、古墳時代初頭より低い位置に構築されている。また第

103 図には掲載していないが、今回調査地から北西へ約 170 ｍに位置している昭和 53 年調査地

（第２図、本川原３次）で３軒、今回調査地から南西へ約 150 ｍに位置している平成元年調査地（第

２図、本川原４次）で７軒の竪穴住居を検出している。規模は一辺が 2.5 ～５ｍとやや幅があり、

カマドは北につくものが多い。また、平成元年調査地では掘立柱建物も確認されていることから、

集落の中心部は遺跡の範囲の南半部にあったと考えられる。
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奈良時代の集落について

　今回調査区における遺構の数は少なく、同位置で建て替えを行っている竪穴住居３軒と土坑

群が丘陵の南東部に分布している。SH6515・6735・6740 は出土遺物にほとんど時期差がなく、

短期間で建て替えを行ったようである。また、この時期の土坑は平面形状が不整形で、床面に凹

凸を伴うものが多い。特に SK6080 は非常に大型で深く、床面は検出面にあるローム層を越え、

灰白色粘土層までおよんでいる。遺構の規模の割に出土遺物が少なく、埋土も有機物由来の黒色

土ではないことから、廃棄目的の施設とは考えがたい。この用途については、今後の周辺調査の

進展や類似遺構の確認を待ち、検討課題としたい。

Ⅱ．調査成果にみられる特徴
　今回の調査によって、本川原遺跡における弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての集落様相

をより具体的にとらえることができた。またこの途中に「方形周溝墓の造営」という当時の大事

業が行われている点が重要である。また、これまで鳥栖ジャンクション付近に展開すると想定さ

れていた古墳時代後期から奈良時代にかけての集落域が、さらに北まで広がっていたことも明ら

かとなった。

　最後に、今回の調査区の特徴を挙げたい。それは、弥生時代から古墳時代初頭にかけての出土

遺物の量が少ないことである。竪穴住居は非常に残存状況が良く、比較的規模の大きなものがあっ

たにも関わらず、確認した遺物は少量にとどまった。特に石器、鉄器類はほとんど出土していな

い。また、日用品の廃棄に用いられたと想定される土坑や溝なども、調査区内では検出されなかっ

た。この点と竪穴住居の貼床の状態から、先にも短期間の使用であった可能性を述べている。こ

れに「方形周溝墓に極めて近い位置に構築されている」という特殊な立地条件を加えると、竪穴

住居群のうち一部は、居住目的ではなく墓域の造営に伴って構築されたと想像することもできよ

う。
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①調査区北西部　全景（南東から）

②調査区北西部　全景（東から）

図版１



図版２

①調査区南西部　全景（南東から）

②調査区南西部　全景（東から）



図版３

①調査区東半部　全景（北東から）

②調査区東半部　全景（南から）



図版 4

① 6001号竪穴住居　遺物出土状況（南から）

⑤ 6002 号竪穴住居　全景（南西から）

③ 6002 号竪穴住居　南北土層断面（東から）

⑦ 6004 号竪穴住居　南北土層断面（東から）

② 6001号竪穴住居　完掘状況（北から）

⑥ 6003 号竪穴住居　全景（南から）

④ 6002 号竪穴住居　東西土層断面（北から）

⑧6004号竪穴住居　東西土層断面（北東から）



図版５

① 6004 号竪穴住居　全景（南西から）

⑤ 6006 号竪穴住居　南北土層断面（西から）

③ 6005 号竪穴住居　東西土層断面（北東から）

⑦ 6006 号竪穴住居　全景（西から）

②6005号竪穴住居　南北土層断面（南東から）

⑥ 6006 号竪穴住居　東西土層断面（南から）

④ 6005 号竪穴住居　全景（北東から）

⑧ 6008 号竪穴住居　東西土層断面（北から）



図版 6

① 6008 号竪穴住居　南北土層断面（西から）

⑤ 6210 号竪穴住居　南北土層断面 (西から )

③ 6210 号竪穴住居　遺物出土状況（北から）

⑦6270号竪穴住居　東西土層断面(南西から)

② 6008 号竪穴住居　全景（東から）

⑥ 6210 号竪穴住居　全景（北西から）

④6210号竪穴住居　東西土層断面(南東から)

⑧6270号竪穴住居　南北土層断面(南東から)



図版 7

① 6270 号竪穴住居　全景（南東から）

⑤6280号竪穴住居　粘土塊出土状況(南から）

③6280号竪穴住居　東西土層断面(南東から)

⑦ 6285 号竪穴住居　東西土層断面（南から）

② 6275 号竪穴住居　全景（東から）

⑥ 6280 号竪穴住居　全景（北西から）

④6280号竪穴住居　南北土層断面(南西から)

⑧ 6285 号竪穴住居　南北土層断面（西から）



図版 8

① 6290 号竪穴住居　全景（東から）

⑤ 6170 号土坑　完掘状況（西から）

③6295号竪穴住居　南北土層断面(南西から)

⑦ 6085 号竪穴住居　東西土層断面（北から）

②6295号竪穴住居　東西土層断面(南東から)

⑥ 6205 号土坑　完掘状況（西から）

④ 6295 号竪穴住居　全景（南東から）

⑧ 6085 号竪穴住居　南北土層断面（東から）



図版９

① 6095 号竪穴住居　全景（西から）

⑤6500号竪穴住居　東西土層断面(南東から）

③ 6200 号竪穴住居　南北土層断面（西から）

⑦ 6500 号竪穴住居　全景（南から）

② 6200 号竪穴住居　東西土層断面（北から）

⑥6500号竪穴住居　南北土層断面(南西から)

④ 6200 号竪穴住居　全景（北から）

⑧ 6520 号竪穴住居　東西土層断面（北から）
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① 6520 号竪穴住居　南北土層断面（東から）

⑤ 6540 号竪穴住居　全景（東から）

③6540号竪穴住居　東西土層断面(南東から)

⑦ 6550 号竪穴住居　全景（南西から）

② 6520 号竪穴住居　全景（東から）

⑥6550号竪穴住居　南北土層断面(南西から)

④6540号竪穴住居　南北土層断面(南西から)

⑧6580号竪穴住居　遺物出土状況(南西から）
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① 6580 号竪穴住居　東西土層断面（北から）

⑤ 6125 号土坑　土層断面（東から）

③ 6580 号竪穴住居　全景（東から）

⑦ 6150 号土坑　完掘状況（北から）

② 6580 号竪穴住居　南北土層断面（西から）

⑥ 6125 号土坑　完掘状況（北から）

④ 6081・6083 号土坑　完掘状況（北から）

⑧ 6155・6160・6165 号土坑　完掘状況 (北から）
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① 6165 号土坑　土層断面（東から）

⑤ 6575 号土坑　土層断面（南から）

③ 6255 号土坑　完掘状況（西から）

⑦ 6620 号土坑　土層断面（南から）

② 6175・6180 号土坑　完掘状況（東から）

⑥ 6615 号土坑　土層断面（西から）

④ 6525 号土坑　土層断面（南から）

⑧ 6625 号土坑　完掘状況（南西から）
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① 6670 号土坑　完掘状況（東から）

⑤ 6086 号土坑・6087 号溝　土層断面 (南東から）

③ 6715 号土坑　土層断面（西から）

⑦ 6515 号住居　全景（北から）

② 6695 号土坑　完掘状況（南から）

⑥ 6610 号井戸　完掘状況（北から）

④ 6715 号土坑　完掘状況（北から）

⑧ 6080 号土坑　東西土層断面（南から）
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① 6080 号土坑　南北土層断面（東から）

⑤ 6505 号土坑　土層断面（南から）

③ 6100 号土坑　完掘状況（東から）

⑦ 6570 号土坑　土層断面（南から）

② 6080 号土坑　完掘状況（西から）

⑥ 6505 号土坑　完掘状況（南から）

④ 6160 号土坑　土層断面（北東から）

⑧ 6570 号土坑　完掘状況（東から）
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① 6130 号土坑　土層断面（南から）

⑤ 6630 号土坑　完掘状況（南西から）

③ 6585 号土坑　完掘状況（西から）

⑦ 1号方形周溝墓　完掘状況 (南東から）

② 6130 号土坑　完掘状況（東から）

⑥ 6050 号ピット　完掘状況（東から）

④ 6600 号土坑　土層断面（南西から）

⑧調査風景
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出土遺物 (1)
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出土遺物 (2)
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出土遺物 (3)
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出土遺物 (4)
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出土遺物 (5)
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出土遺物 (6)



出土遺物 (7)

図版 22








